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はじめに

本稿の課題は、片倉製糸における蚕種製造の

中枢機関としての一代交配蚕種普及団を対象に

同所の蚕種生産及び配給体制の究明を実証的に

行うことである。

製糸家が高級生糸生産を行う上で不可欠な基

礎的条件は、優良繭の確保である。そのために

は、養蚕農民への蚕種配布を梃子とした特約取

引の展開が必要である。昭和恐慌期に片倉・郡

是二大製糸資本は、蚕種製造量及び特約取引に

基づく優良繭生産において圧倒的優位を確立し、

その後も他の製糸家を大きく引き離し、製糸独

占資本としての地位を不動のものとする。

近代日本蚕糸業史研究の中で、蚕種業史研究

の立遅れが指摘されて久しい（1）。特に製糸家の

中でも、片倉・郡是二大製糸資本の蚕種製造に

関する研究は、比較的言及されることが多いと

はいえ、基本的に『片倉製糸紡績株式会社二十

年誌』、『郡是製糸株式会社六十年史』などの

「社史」の域を超えるものではなく、片倉・郡

是両製糸の本格的な蚕種業史研究は、皆無とい

ってよいであろう。

本稿では、日本製糸業最大の片倉製糸の内部

資料を用いて、同社の一代交配蚕種普及団と蚕

業試験所の職制、業務組織の整備内容のほか、

蚕種製造関連施設や蚕品種及び蚕児生理に関す

る試験研究の内容、原蚕種飼育分場制度、原蚕
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種・普通蚕種等の輸送方法、一代交配蚕種普及

団従業員の各種研修制度、従業員によって組織

された蚕玉会の活動、原蚕種飼育分場員家族や

従業員たちの慰安会、奨励金の交付、社員表彰

などについて具体的に明らかにし、片倉製糸の

蚕種製造業における新たな経営史像を構築する

ことにしたい。

１．一代交配蚕種普及団の組織と
　　蚕種製造及び試験研究

一代交雑蚕種の優秀性に製糸家として逸早く

着目した、片倉組の重鎮（総支配人、後に副社

長、社長）・今井五介は、率先して1�14（大正�）

年に片倉組合資会社交進社の設立、次いで東筑

摩郡と南安曇郡及び松本市内の蚕種製造家・鳥

羽久吾、二木洵、篠崎四郎、丸山光司、中原半

一郎を糾合し、合資会社大日本一代交配蚕種普

及団（松本市～団長・今井五介）を組織して、

優良蚕品種の育成・配布に着手する（2）。翌年11

月に、大日本一代交配蚕種普及団を片倉組に経

営移管し、1�22（大正11）年1月一代交配蚕種

普及団（以下、片倉普及団と略称）と改称する。

外山亀太郎博士の研究に始まる一代交雑蚕種は、

在来種に比して、糸長、糸量、繊度、減蚕歩

合、飼育日数、同功繭歩合等において優越して

いた（�）。なお、一代交雑蚕種の急速な全国的普

及によって、養蚕業の飼育能率は著しく向上す
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ると共に、その繭糸量の増加は、繰糸能率の向

上をも結果し、フランス・イタリア先進両国を

凌ぐ基盤となる（4）。

片倉普及団内に蚕種製造部、蚕業講習部のほ

か、試験研究部を設けると共に試験飼育に適す

る温暖地に支場を設置する必要から、当初台湾

を候補地としたが、適当な桑園が無く断念し、

これに代わり伊豆松崎及び沖縄等に設けること

になった。また片倉製糸は、特約養蚕組合の拡

大強化と共に、片倉製優良蚕種の増進のために

沼津、福島、姫路、福岡、佐賀、沖縄等に蚕種

製造所を増設することになる。更には1��0（昭

和�）年�月に試験機関を拡充して、片倉普及

団試験部を蚕業試験所として改称・独立させた。

蚕業試験所（以下、片倉蚕業試験所と呼称）の

事業概要は、蚕品種に関する試験研究、蚕児の

生理に関する試験研究、原蚕種の製造配布であ

る。

（1）一代交配蚕種普及団の職制、業務組織の

　　整備

1��0（昭和�）年4月22日に続き、翌年2月

1�、2�両日開催の片倉取締役会に上呈の「各

所事務分掌規程中改正」の中から一代交配蚕種

普及団・蚕種製造所に関する部分を抜き出すと、

以下の通りである。

第五章　一代交配蚕種普及団並蚕種製造所（�）

第二十條　一代交配蚕種普及団（以下普及団ト

称ス）並蚕種製造所ニハ所長ヲ置キ所管事業

ノ管理経営ニ任セシム

　　所長ハ外部ニ対シ所ヲ代表ス所長欠員若ク

ハ事故アルトキハ代理者ヲ置クコトヲ得

…
…

第二十四條　普及団並ニ蚕種製造所ニ事務長現

業長ヲ置キ主管事務ノ掌理ニ任シ左ノ係ヲシ

テ其ノ事務ヲ処理セシム事務長現業長ノ職務

ハ所長兼任シ又ハ代理セシムルコトヲ得

一、事務長

庶務係　文書　日誌　当宿直　統計　土

地建物　人事　一般警衛　衛生　

汽罐　建築営繕　人夫雑役取締

会計係　金銭出納　備品什器　日用品消

耗品　保険　重要書類ノ保管　燃

料食料品調度保管　炊事　恒心会

貯蓄会並ニ共済会

販売係　蚕種保管　催青　発送　販売　

収金　蚕種ノ成績調査

二、現業長

原蚕係　製造予定計画　飼育分場ノ選定

　飼育ノ監督　種繭代価ノ評定

採種係　種繭ノ荷受　種繭ノ決定　採種

　整理　選除繭及出穀物ノ処理

検査係　病毒予知検査　蚕種検査　蠁蛆

駆除

1��1（昭和�）年�月1�日開催の片倉取締役

会に、上記規程の内、第二十四條中「一、事務

長ノ項中　販売係ヲ削除」し、「二、現業長ノ

項中　採種係ノ下ニ「蚕種ノ成績調査　蚕種ノ

催青　保管並発送」ヲ行フ」を追加する、とす

る改正案が提出される。

片倉普及団及び蚕種製造所の各職務分掌の整

備、明確化が図られる。片倉普及団及び蚕種製

造所では、所長―次長―事務長（―庶務係・会

計係）及び現業長（―原蚕係・採種係・検査

係）の各職制が定まる。1��2（昭和�）年�月

11日より事務長と現業長は、事務主任と現業

主任に改称される。上記規程の改正は、昭和恐

慌期の片倉製糸の本社及び地方業務組織の更改

（1��2年�月1�日職制改正）の一貫と捉えるこ

とができる。片倉本社では部制再編と各部長

（＝取締役）設置のほか、各部課の下に新たに
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諸種の係を置き、製糸所においても同様に諸種

の係を置くことになった。

（2）蚕種製造設備の拡充

①　松本本場

片倉普及団（松本本場）の土地面積は、1��0

（昭和�）年末に所有地（畑地）�,0�1坪、借地

（敷地）�,024坪、同（畑）�,0��坪04、合せて

1万�千坪近くに及び、建物に関しては、建坪

2,0��坪�（延坪2,�44坪��）を有していた（�）。

この片倉普及団松本本場における各種蚕種製造

設備投資に関して、1�2�（大正1�）～��（昭和

�）年にかけて片倉取締役会に上呈された議案

から、判明する限り摘出してみると、1.（1�2�

年�月2�日）保蛾室・氷室改増築（工事代金

1,2�0円）。2.（1�2�年11月�日）糸質研究室増

築（工事代金2,20�円）。�.（1�2�年11月�日）

人工孵化室・蚕種扱室増設（工事代金��1円）。

4.（1�2�年�月2�日、10月1�日）繰糸試験工

場新設（繰糸�釜関連設備一切～工事代金

�,�00円）。繰糸�釜から�釜に増加。�.（1�2�

年11月1�日）鑿井工事（�インチ鉄管使用��

間堀鑿代金1,1�0円）。�.（1��0年2月1�日）

夏秋蚕用桑園�,240坪購入（代金�,4�0円）。

�.（1��0年�月�日）蚕種自家検査用顕微鏡（ラ

イヘルト倍数�00）20台購入（沼津出張所・福

島蚕種製造所各10台共代金2,��0円）。�.（1��0

年4月22日）母蛾検査調整機2台購入（上記沼

津・福島各1台共代金�,�00円～ �0蛾摺�台

�,000円、14蛾摺1台�00円）。�.（1��0年4月

22日）人工孵化室新築（瓦葺平家建4�坪�合、

工事代金��0円）。10.（1��1年2月2�日）保蛾

室・種繭抑制室増築（工事代金4,04�円）。こ

の内訳は、保蛾室改修代金2,4��円、原種保蛾

室改修代金���円、種繭抑制室新設代金�0�円

である。この保蛾室・種繭抑制室の増築理由は、

「蚕種製造額増加及製造所増設ニ伴ヒ原蚕種製

（造）増加ノ為メ」であった。11.（1��1年�月1�

日）保蛾室パイプ引込工事（冷却塩水管還流改

造代金1,���円）。12.（1��2年4月2�日）保蛾

室改造（工事代金2,��0円）。この工事理由は、

「製造額急激ナル増加トナリ五五万枚前年ニ比

シ一〇万枚増加セルタメ」で、「内部改造絶縁

ヲ完全ニシ庫内全部使用ノ目的」であった。

1�.（1���年�月�日）冷蔵庫増築、蚕架・蚕箔

改造（代金1�,���円）。この内訳は、冷蔵庫増

築1�坪�（代金���円）、配管装置一式（代金

202円）、鉄製蚕棚�� ヶ所・延2��間（代金

4,�22円）、木製蚕泊（幅1.�尺×長さ�尺）

21,��4枚（代金�,��4円）、蛾這上り止器（ト

タン製）�,�00個（代金�1�円）である。この

冷蔵庫増築、蚕架・蚕箔改造の理由は、「蚕種

製造七万枚増加ト春夏秋蚕種全部バラ種トナリ

タル為」であった。以上の案件が俎上にのぼっ

ていた（�）。上記案件の内、4、�、�、�、�、12、

1�、については取締役会において認可されてい

るが、その他は不明である。別の内部資料に依

れば、片倉普及団は、1�2�（昭和2）年中に保

蛾室・氷室平家建1棟（建坪��坪�合）と人工

蚕種扱室平家建1棟（建坪10坪）を各増築し、

また同年�月10日に人工アクメ太陽燈・鑑識器

1台（代金���円20銭）を購入する（�）。さらに

1��0（昭和�）年中に繰糸室1棟（�2坪）、発蛾

速進室1棟（�坪）、人工孵化室1棟（4�坪2）

を各増築し、同年�月20日には長原式母蛾調整

機（2�蛾・14蛾）2台（附属品・乳鉢20個、液

付盤120個、錠差し2個、台硝子2,000枚共）代

金1,�00円（運賃据付費共）を買入れていた（�）。

1��1（昭和�）年�月には繰糸試験用に和久田

式解舒試験装置一式（解舒抵抗試験器1台、解

舒張力試験器1台）代金��0円を和久田商店よ

り買入れる（10）。同年1月2�日には片倉普及団は、

諏訪郡平野村小林田吉と「貯氷売買契約」を結

び、普及団蚕種製造川岸分場入貯氷1,�00貫、
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1〆目代金2円��銭（運賃其他共）「以上ヲ必

要ニ応シ請求次第入荷ノ事」としていた（11）。

なお、1���（昭和11）年�月�日開催の片倉

取締役会にて、従来片倉松本製糸所が野菜畑と

して借受けていた、昭和興業株式会社（片倉同

族会社）所有地（畑�4�坪）を片倉普及団の寄

宿舎敷地として買収（代金4,1��円）する案件

が承認されていた（12）。また翌��（昭和12）年

4月�日開催の片倉取締役会において、片倉普

及団借用敷地�,0��坪��（宅地21筆・�,�02坪

��、畑2筆・1��坪）の買収案件が審議されて

いた（1�）。同土地は、昭和興業株式会社より借

地料・坪当り�0銭、1ヶ年�,044円��銭にて借

受けていたものである。この取締役会議案は、

認可を受けている。

片倉製糸の繭特約取引の急速な進展に伴い、

自社製蚕種の供給拡大要請は、片倉普及団松本

本場増設・拡充のほか、日本の主要各地に普及

団分場・出張所、蚕種製造所の設立を促進し、

全国的に展開する片倉製糸工場（→特約養蚕

農民）への蚕種配給体制を構築することになる。

以下、差し当り片倉普及団の分場・出張所の蚕

種製造関連施設とその拡大過程について検討す

ることにしよう。

②　川岸・諏訪分場

片倉普及団の長野県内の蚕種製造分場として

川岸及び諏訪両分場を確認することができる。

川岸分場に関しては、1��0（昭和�）年4月に

片倉平野製糸所十二分工場（�0�釜）の廃止に

伴い、片倉普及団に移管し、普及団川岸分場と

改称し、蚕種製造を開始する。片倉平野製糸所

十二分工場の既設�棟床板張替えて、蚕種製造

所に改造する工事費として���円を計上し、同

年4月22日の片倉取締役会において認可を受け

る（14）。この「川岸製造所」の建物は、建坪�24

坪��（延坪���坪��）であった（1�）。翌�1（昭

和�）年�月1�日開催の片倉取締役会では、片

倉普及団川岸分場屋根改修として、事務所外�

棟トタン葺4�4坪・葺替費1,10�円（間仕切障

子取付共）について審議している（1�）。川岸分

場は後に、片倉蚕業試験所管轄の川岸出張所

（長野県諏訪郡川岸村三澤1,�2�）と改称する

ようである。

諏訪分場については、1��1（昭和�）年�月

2�日開催の片倉取締役会において、片倉普及

団諏訪分場の設立工事追認が議案として上呈さ

れている（1�）。この内訳は、保蛾室スレート葺

平家建2�坪��、同保蛾室廊下板葺平家建2�坪、

給水蒸気設備及び煙突建設の工事費4,2��円と

採種室鉄製繭棚��棚取付工事費1,�4�円であっ

た。

③　松崎支場

松崎支場は後に、片倉蚕業試験所所轄の松崎

出張所（静岡県加茂郡松崎町上向浜���）と改

称する。1�1�（大正4）年設置の松崎支場の土

地面積は、1�2�（昭和2）年12月�1日現在���

坪�2（借地）であった（1�）。松崎支場は、同年1

月2�日に蚕室より失火し、2階建蚕室1棟及び

廊下を焼失する（1�）。焼失建坪数は、��坪1合

であった。この焼失建物の再建については、不

明である。翌2�（昭和�）年1月2�日開催の片

倉取締役会において、松崎支場の「現在敷地

ハ学校用地拡張ノタメ建物移転（「移転費ハ町

ノ支弁」）」及び「種繭取扱ニ要スル設備新築

延��坪2�」（工事費4,�00円）について審議し

ている（20）。また1�2�（昭和4）年�月1�日開催

の片倉取締役会に松崎支場の鏡検室増築（平家

建10坪）工事代金�12円に関する議案が提出さ

れ、代金4�0円に訂正の上、認可されている（21）。

同年12月�1日現在の松崎支場は、敷地（借地）

2�4坪、建物の建坪11�坪（延坪12�坪0�）で

あった（22）ことから、松崎支場の移転後の敷地
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は、100坪余の縮小をしていたが、建物は拡張

傾向に有るようである。続いて、1��0（昭和

�）年�月�日開催の片倉取締役会では、松崎支

場の増築工事について審議しており、「試験飼

育ノタメ貯桑室」�坪（工事代金4�2円��銭）、

事務室�坪��（同�1�円12銭）、廊下�坪�（同

4��円��銭）、工事代金合計1,2�2円��銭のと

ころ、2�%下げて��0円の修正案を可決する（2�）。

④　那覇出張所

1�2�（大正1�）年�月�日に沖縄県那覇市郊

外に片倉普及団那覇出張所を開設する。那覇出

張所は、1���（昭和1�）年11月12日に沖縄蚕

種製造所として改称・独立する。沖縄蚕種製造

所とは別に、片倉蚕業研究所所轄の沖縄出張所

（沖縄県島尻郡真和志村安里21�の1）が同地に

所在することから、後者では原蚕種製造と蚕品

種・蚕児生理に関する試験研究を行っていたの

であろう。

1�2�（大正1�）年11月�日開催の片倉取締

役会において、「沖縄県蚕種製造試験場」設置

に関する案件を審議する（24）。この内容は、試

験場（��坪）新築費�,4�0円、設備費���円で

あり、「桑園�千坪ヲ乾燥場敷地内ニ設置シ初

年春蚕種千枚夏秋蚕二千枚製造予定」であった。

既に片倉鳥栖製糸所は、沖縄に将来の製糸工場

建設構想の下に那覇市郊外に1万坪余の土地を

購入し、一先ず乾燥場を設けて原料繭蒐集にあ

たっており、この乾燥場敷地内に片倉普及団那

覇出張所の試験研究施設と原蚕種製造用に桑園

�千坪の設置を計画したのであろう。なお、片

倉普及団は、1�2�（昭和2）年2月�日に那覇

出張所において「新品種造成の為…品種試験ヲ

行フベク」、社員（向山卯登磨）と雇員（本木

季人）に蚕種20余種を持参・出張を命じてお

り、また同月1�日には、片倉愛知製糸所社員

（富岡秀美）持参の「河田系ノ原々種支欧二種

各五蛾宛」を直ちに那覇出張所に送付し、成績

調査を行うこととした（2�）。さらには1�2�（昭

和4）年1月11日に、片倉普及団から那覇出張

所において新品種製造のため、社員・向山卯登

磨外10名が出発している（2�）。

1�2�（昭和4）年�月1�日に片倉鳥栖製糸所

管轄の那覇出張所は、片倉普及団に移管とな

る（2�）。この移管背景には、沖縄産繭が「一般

に飼育技術幼稚にして産繭額も僅少」である一

方で、「普及団派遣の原蚕飼育の大量試験成績

は、各期共大成功を収め将来を嘱望された（2�）」

ことにあった。前述の鳥栖製糸所管轄の那覇出

張所の片倉普及団移管日前日の�月1�日開催の、

片倉取締役会において、鳥栖製糸所から申請の

同出張所買入繭を片倉製糸の「信州ノ賃挽工場

原料トシテハ如何」という提案は退けられ、結

局沖縄＝那覇出張所は片倉普及団直轄とする

ことに決断が下されていた（2�）。鳥栖製糸所は、

沖縄稚蚕共同飼育所設置資金として国頭郡本部

村稚蚕共同飼育所長・金城誠真へ�,�00円の貸

付を片倉本社に申請し、1�2�（大正1�）年11

月�日開催の片倉取締役会において審議されて

いる（�0）ことから、鳥栖製糸所による沖縄産繭

の確保と品質向上を図る施策が各種実行されて

いたことであろう。しかし、十分な効果が得ら

れず、産繭地及び製糸工場建設地としては、沖

縄からの鳥栖製糸所の撤退が最終的に決定をみ

るに至るのであった。沖縄は、「早場養蚕地と

して特殊の気候を利用し、且つ微粒子病少なく

蠁蛆病殆んど絶無なる為、原蚕種の増殖に普通

蚕種の製造に（�1）」蚕種製造者の同県進出が片

倉製糸以外にも遂年増加していったことが指摘

されている。

斯くして、鳥栖製糸所からの移管は、片倉普

及団那覇出張所の蚕種製造・改良体制が本格的

に確立する契機となろう。1�2�（昭和2）年11

月2�日と12月�日各開催の片倉取締役会にお
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いて、那覇市内の元教会所を蚕種製造建物とし

て買入（価格4,�00円見当）の案件について審

議しており、内容は敷地1,�00坪、建物�0坪、

石垣1�0間、外に天水溜設備と建物1棟を含む

ものであった（�2）。この審議結果は明らかでな

いが、結局製糸工場建設構想を断念し、片倉鳥

栖製糸所所管の那覇出張所を片倉普及団が引継

ぐことで蚕種製造建物については決着をみたの

であろう。その後、1��1（昭和�）年�月2�日

と1��4（昭和�）年12月2�日に、片倉普及団

那覇出張所の増改築工事（仮見積約4,000円）

及び沖縄試験蚕室新設の案件が片倉取締役会に

おいて審議されている（��）。この試験蚕室は、

木造瓦葺2階建地下室付21�坪�（代金�,���円）

であり、新設理由は「配布蚕種ノ安全ヲ期スル

タメ蚕種配布前予知調査施行上気候用桑等ノ諸

方面ヨリ考察シ沖縄ヲ最適地ト認メタルモ同所

ハ現在ノ事業ニテモ狭隘且ツ不完全ニ付新ニ二

階建ノ試験蚕室ヲ設ケタシ」というものであっ

た。この2案件の前者に関しては審議結果は不

明であるが、後者に関しては承認されている。

前述の如く、沖縄蚕種製造所として独立した翌

年�月1�日開催の片倉取締役会において、沖縄

試験蚕室増築工事（代金1�,4�0円）案件が審

議・可決されている（�4）。この内容は、試験蚕

室102坪�（梁間�間×桁行20.�間）、一部地下

室付2階建木造瓦葺付属便所並に渡廊下共総延

坪2�1坪��であった。この試験蚕室の増築理由

は、「原蚕種国家管理法ノ実施ニ伴ヒ現在ノ試

験蚕室ニ於テ原蚕種ノ蚕児ノ飼育ト原蚕種ノ製

造トヲ禁止セラレ且将来新品種ヲ急速確実ニ増

殖スル為メニハ現設備ニテハ狭隘ナルヲ以テ現

蚕室ノ南側ニ一棟ヲ増設シタシ」というもので

あった。原蚕種国家管理法の施行に伴う片倉製

糸の新たな蚕業政策として、一層の新蚕品種の

開発・増産の必要から現有設備では不十分とな

っていたのである。将来を見据えた設備投資の

実行である。1��0年代に入り、片倉普及団那

覇出張所の蚕種製造設備の拡充が進んでいたこ

とが判明する。

1���（昭和�）年�月1�日開催の片倉取締役

会では、沖縄蚕種製造に関する案件として「高

点格生糸ノ原料ニ充ツルタメ満月豊白種三万枚

ヲ明早春沖縄ニテ採種スルコト」について審議

される（��）。片倉製糸開発の優良蚕品種・満月、

豊白の飼育製造を片倉普及団那覇出張所におい

て行い、高級糸原料に充てる提案であったが、

「更ニ調査ノ上提案スル事」となった。1��1（昭

和�）年に沖縄において、片倉製糸が原蚕種

（春蚕種）の品種として豊白、豊黄、瑞祥、大

安が製造されており（��）、新たに交雑種（満月

×豊白）の製造が今回提案されていたことになる。

⑤　沼津出張所

1�2�（昭和�）年�月に静岡県駿東郡大岡村

に片倉普及団沼津出張所を開設する。片倉製糸

は、沼津と郡山（福島）に蚕種製造所の建設につ

いて、1�2�（昭和2）年11月�日開催の片倉取

締役会において審議を行う（��）。1��4（昭和�）

年1月に沼津出張所は、沼津蚕種製造所と改

称・独立することになる。既述の如く、この沼

津出張所に先立ち、原蚕種の試験飼育のため伊

豆に片倉普及団松崎支場を設置していた。伊豆

半島に外部の蚕種製造者が原蚕種飼育分場を創

始したのは、1�1�（大正�）年に大日本一代交

配蚕種普及団であり、その後1�22（大正11）年

に片倉製糸の進出をみる、との指摘がある（��）。

伊豆と沖縄は、房州と共に特に原蚕種飼育分場

地帯として飛躍的な発展をみる。片倉普及団沼

津出張所の開設に先立ち、1�2�（昭和�）年2

月�日開催の片倉取締役会において、沼津出張

所敷地買入承認について審議している（��）。こ

の内容は、土地�,2��坪（価格2�,��0円）であ

った。この審議結果は明らかでないが、下記に
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示す如く承認を得たようである。片倉普及団沼

津出張所の土地、建物に関しては、1�2�（昭和

4）年12月�1日現在、所有地（敷地）�,2��坪、

建坪��2坪41（延坪1,��4坪41）であった（40）。

片倉普及団沼津出張所の蚕種製造・採種設

備等の投資に関して、1�2�（昭和�）年～ ��

（昭和�）年にかけて、片倉取締役会における

審議案件を判明する限りにおいて摘記すると、

1.（1�2�年�月2�日）冷蔵庫修繕（代金�2�

円）（41）。2.（1�2�年�月�日）電燈・電力新設

工事（代金40�円）（42）。この工事内容は、電燈

142個、電動機1馬力に対する工事一切である。

�.（1�2�年�月1�日）「沼津蚕種製造所」増築

（代金�,0�0円）（4�）。この増築内容は明らかでな

いが、金額を�,�00円に訂正の上、許可される。

4.（1��0年2月2�日）「沼津蚕種製造所」増築

工事（代金�,22�円）（44）。この内訳は、鏡検室

（平家建�0坪）代金�,���円、荷受場（2階建

12坪、平家�坪）合計代金2,4��円である。金

額は明確ではないが、「価格訂正」の上、「可

決」する。�.（1��0年4月22日）水タンク設

備（鉄筋コンクリート高架式10尺×1�尺）代

金�00円（4�）。この案件は、片倉取締役会で許可

を受ける。�.（1��0年12月�日）「沼津蚕種製

造所」の震災復旧工事（代金4,2��円）（4�）。こ

の工事内容は、不明である。工事請負人・伊藤

国蔵。上記震災に関しては、1��0年11月2�日

の伊豆地方に「強震」あり、沼津出張所は、蚕

種庫2棟（スレート葺コンクリート�階建1棟

24坪、スレート葺コンクリート建平屋1棟�

坪）、採種室2棟（木造スレート葺2階建1号��

坪、木造スレート葺2階建2号・�号）、荷受場

（木造スレート葺2階建��坪）、事務室（木造

スレート葺2階建�2坪）、女子寄宿舎（木造瓦

葺平家建��坪）、男子寄宿舎（木造瓦葺平家建

4�坪）、浴室（木造瓦葺平家建1�坪）、廊下其

他修繕を必要とする個所延�1�坪以上の被害を

受ける（4�）。蚕種に関しては「異状ナキヲ認メ

タリ」という。�.（1��0年12月�日）上記同日

の片倉取締役会において、復旧増築工事（代金

�0,000円）について審議する（4�）。この内訳は、

蚕種庫・文庫（2階建・延1�2坪）、付属渡廊下

（平家建2�坪）、人工孵化室（平家建24坪）、蚕

種保護室（平家建12坪）、男宿舎（2階建��坪）、

女宿舎（2階建20�坪）、同付属廊下（平家建4

坪）、裏側渡廊下兼物置（2階建�2坪）、保蛾

室内部改造（2�坪）、浴室修理（22坪）であ

る。但し、この案件については、「再調ノコト」

として却下される。次いで  �.（1��0年12月1�

日）「沼津蚕種製造所」復旧第2期工事（代金

10,42�円）（4�）。この内容は、保蛾室補強修繕

（延2�.�坪）代金見積1,�1�円�0銭、蚕種庫新

築（建坪��坪、延坪��坪）代金見積�,000円、

寄宿舎補強修繕（延141.��坪）代金見積�,110

円��銭であった。この案件は、次回の片倉取

締役会（12月2�日）において認可される。但

し、この第2期復旧工事の「一部仕様訂正再見

積ノ結果」、上記工事代金を�,�00円に減額し、

上述の第1期震災復旧工事代金4,���円と合せ

て、「契約済総工費」12,���円（請負人・伊藤

国蔵）に帰着・承認される。�.（1��1年2月2�

日）社宅新築工事（�0）。この工事理由は「現在

社宅トシテ一戸アルモ之レヲ客室ニ使用スル為

メ妻帯社員ハ通勤ノ為メ繁忙時ニ不便ナル為

メ」である。この社宅工事には2案あり、第1

案は建坪2�坪、平家2戸建坪4�坪（代金1,12�

円）、第2案は建坪1�坪�、平家2戸建坪40坪

（代金�40円）。通勤妻帯社員用の社宅平家2戸

は、上記2案の何れが採択されたのかは不明で

ある。10.（1��1年11月1�日）蚕種冷蔵・保蛾

室冷蔵装置（代金1�,�00円）（�1）。この内容は、

木造平家建�0坪（代金1,�00円）、冷蔵絶縁装

置一式（代金11,�00円）である。上記工事を

必要とする理由は、「本年度取扱数二九万枚配
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給円滑ナラシムル為メ」であった。この案件の

可否については、不明である。11．（1��2年2

月1�日、�月�日、11月2�日）蚕種庫増設（建

坪2�坪、延��坪、代金�,�20円）・乾燥室増築

（建坪�.�坪、代金�00円）・採種室連絡裏廊下

改造築（建坪��坪、延��坪、代金2,420円）・

鏡検室（松崎出張所）増築（�台から10台に鏡

検増加に伴い～建坪12坪、代金2��円）、散種

産卵容器新調（�千個、代金��0円）、採種室増

設（2階建1棟、延1��坪、代金�,���円）・催

青室増設（平屋1棟、2�坪2�、代金2,280円）・

寄宿舎増設（2階建1棟、 延135坪、 代金6,750

円）・表廊下増設（2階建、 延44坪、 代金1,396

円）・社宅移転（20坪、 代金200円）・物置（63坪、

代金894円）。 蚕種所要量の急増（蚕種製造数

量創立時10万枚、昨年1�万枚、本年2�万�千

枚）に伴う増設・新調であり、いずれの案件も

承諾を得ており、及び、12.（1���年�月1�日）

「沼津蚕種製造所」敷地用土地買入（畑2反2畝

14歩・代金2,���円）（�2）。この土地買入理由は、

沼津「製造所拡張ニ伴ヒ敷地狭隘ヲ感シ居リタ

ル処今回隣地処分物アリ有利買入見込」のため

であった。この案件は、片倉取締役会において

認可を受ける。蚕品種の改良・増殖と蚕種製造

の拡大要求は、伊豆震災を乗り越え、片倉普及

団沼津出張所の敷地及び各種設備の拡充が図ら

れていくことが確認できよう。

（3）蚕種製造と配布蚕種

片倉製糸の蚕種製造高は、1�22（大正11）

年に有限責任入間郡蚕種購買生産組合（入間

社）、郡是製糸に次いで、第�位の4,��2,���蛾

であり、1��1（昭和�）年には片倉製糸は、郡

是製糸に次いで、第2位の普通蚕種1�,42�,1��

グラム（原蚕種��1,���蛾）に及ぶ（��）。片倉製

糸は、郡是製糸と共に蚕種製造分野において圧

倒的優位を確立することになる。その反面にお

いて、中小蚕種製造家の没落が進む。

片倉製糸においては、1��1（昭和�）年に原

蚕種製造高（��1,���蛾）の内、同社の蚕種生

産地から見ると、長野県（4�4,��0蛾）を中心

に静岡県（2��,444蛾）、沖縄県（1�1,4��蛾）

�県で�4％を占める（�4）。残る�％は、佐賀県で

ある。同社普通蚕種製造高（1�,42�,1��グラム）

の内で、上記原蚕種同様、長野県（�,�24,242

グラム）を中心に静岡県（�,��0,���グラム）

両県のみで��％を占めていた。原蚕種・普通蚕

種共に、片倉製糸の蚕種製造諸県の中で長野県

の地位が高い。沖縄県では普通蚕種製造高

2��,�20グラムと少なく、原蚕種・普通蚕種共

に夏秋蚕種の製造は見られない。如上換言すれ

ば、上記諸県を蚕種生産拠点とする片倉普及団、

片倉蚕業試験所、片倉普及団沼津出張所の蚕種

製造能力の高さを物語る。1���（昭和10）年

には、片倉製糸は、原蚕種製造高（2,2��,�12

蛾）、普通蚕種製造高（14,���,���蛾）共に増

加し、前者に関しては依然として同社蚕種生産

地の長野県、静岡県2県の生産集中度が高く、

��％を占める（��）。後者に関しては、新たに登

場する兵庫県（片倉姫路蚕種製造所）のほか、

福島県（片倉福島蚕種製造所）、佐賀県（片倉

佐賀蚕種製造所）の製造高が増し、長野県・静

岡県両県の製造割合は、�割弱にとどまる。

片倉製糸は、絹織物用原料として生糸生産を

行っていた時期の一代交雑蚕種の改良は、虫質

強健、飼育容易、収繭量の多いことを目標とし

て行われた。片倉製糸は、10数種の優良蚕品

種を育成し、特に黄繭種は、虫質強健、多収

繭の理想的品種として好評を博していた。絹靴

下用原料の需要拡大と共に、糸条斑の改善要求

が高まり、加えて糸量・纇節等の改善が急務

となった。片倉製糸は、研究機関を総動員し

て、新蚕品種の開発に邁進し、虫質強健で糸

条斑・纇節の優秀な品種として「満月」、「豊
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白」、「瑞祥」を育成し、続いて虫質強く、収繭

量の多い「栄光」を製造する。上記新蚕品種は、

1���（昭和�）年頃には全盛を極める。翌年に

は繊度偏差・糸量・解舒・糸量等に一段の進歩

を示す交雑種（分離白1号×満月）を製造する。

1���（昭和11）年に産繭処理統制法の制定と

産繭強制検定の施行に伴う多糸量繭の要望に応

えて多糸量種（大安×満月）、（栄光×満月）を

製造するに至る。

前述の1��1（昭和�）年当時の片倉製糸の

原蚕種品種としては、長野県での製造春蚕種が、

豊黄、豊白、瑞祥、大安、国蚕日1号、国蚕支4

号、夏秋蚕種は、正白、満月であり、静岡県で

の製造春蚕種が、豊白、豊黄、瑞祥、国蚕支14号、

国蚕欧1�号、夏秋蚕種は、正白、満月、国蚕支

10�号であり、沖縄県での製造春蚕種は、既述

の如く、豊白、豊黄、瑞祥、大安であった（��）。

片倉製糸系の交雑種として上記以外に（豊白

×満月）、（豊白×瑞祥）、（豊黄×瑞祥）、（日1

号×支4号）等が知られている（��）。1��1（昭和

６）年に、片倉八王子製糸所（東京府）の片倉製

蚕種配布は、春蚕（豊白×瑞祥）�,000枚、（豊

黄×瑞祥）2,000枚、初秋蚕（正白×欧1�号）

�,140枚、晩秋蚕（正白×満月）�,000枚であ

った（��）。また同年、片倉江津製糸株式会社（島

根県）の片倉製蚕種配布は、春蚕（豊黄×瑞祥）、

（支�号×欧�号）、初秋蚕（満月×正白）、（満

月×豊白）、晩秋蚕（満月×正白）、（満月×豊

白）であったことが判明する（��）。

次に、片倉普及団の原蚕種及び普通蚕種の製

造期日に関して、判明する限りで明らかにして

おこう。記述内容は、必ずしも一定していない

が、1�2�、2� ～ �1年にかけて判明する。1�2�

（昭和2）年には�月1日より原蚕種飼育分場に

おいて、原蚕種の掃立を開始する（�0）。原蚕種

製造高は、不明である。�月1�日に龍王分場

（山梨県中巨摩郡龍王村）より初めて種繭が片

倉普及団に搬入される。種繭を使って、�月21

日より普通蚕種の製造を開始する。�月4日に

蚕種製造が終了する。人工孵化蚕種1��,�4�枚、

越年蚕種��,�21枚、合計2�2,���枚。片倉普

及団申請の昭和2年度蚕種製造予定数が、1�2�

（昭和2）年2月1�日開催の片倉取締役会に提

出されている。この内訳は、春蚕用黄��,000

枚、白2�,000枚、夏秋用黒種・黄�,000枚、白

2�,000枚、夏秋用人工孵化・黄�0,000枚、白

110,000枚、合計黄�1,000枚、白1�0,000枚、

黄白総計2�1,000枚であった（�1）。蚕種予定数量

の達成を確認できる。�月11日より越年蚕種の

発送を開始する。11月1日にイタリア直輸入の

散種蚕種4�,4��オンス、原種2�オンスが片倉

普及団に到着する。

1�2�（昭和4）年には、4月10 ～ 2�日まで

に原蚕種製造高人工孵化蚕種11,�40枚、越年

蚕種�00枚、合計12,240枚（�2）。原蚕種の掃立

期日は不明であるが、�月1�日より種繭入荷開

始する。合計入荷種繭数量2,�00貫��0匁。�

月20日にこの種繭を使って、普通蚕種の製造

を開始する。日計日10�号��枚。なお、日10�

号は、1�1�（大正4）年配付の日二化白繭種で、

「繭糸質良く、殊に糸長の長い特徴があり、日

10�×支�の組合せは多年の間重用された」（��）。

1�2�（昭和4）年に片倉製糸の日10�号の交雑

蚕品種は、満月との組合せである。即ち国蚕日

10�号×満月である。�月�日に蚕種製造が終

了する。合計蚕種製造高��1,���枚。前々年の

約1.�倍増である。10月21日にイタリア直輸入

バラ蚕種（�品種140,�4�オンス、原種142オ

ンス）が片倉普及団に到着する。前々年比各約

2.�倍増、約�.�倍増であった。

1��0（昭和�）年には、片倉普及団那覇出張

所の蚕種製造が判明する。同年2月�日那覇出

張所において蟻量��0匁の蚕種掃立を開始す

る（�4）。�月22日鏡検部開始する。業手�名、助
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手�名。4月�日に試験部養蚕助手4�名入所す

る。4月2�日に那覇出張所の蚕種製造が終了す

る。製造蚕種枚数合計�0,�0�枚（整理数

2�,114枚）。4月2�日より原蚕種飼育分場にて

原蚕種の掃立を開始する。�月10日に原蚕種飼

育分場より最初の種繭が入荷する。正白2��貫

�0匁。なお、正白種は、1�22（大正11）年選

出育成の二化性日本白繭種で「糸量多く、支那

二化性に交雑したものは繭解舒良好なることを

特徴とする（��）」。1��0（昭和�）年に片倉製糸

の正白の交雑蚕品種は、支4号及び満月との組

合せ、即ち国蚕支4号×正白、正白×満月であ

る。�月1�日より種繭を使って、普通蚕種の製

造を開始する。日計越年種2�,�00蛾。�月2�

日に第1期蚕種製造が終了する。�月10日より

第2期蚕種製造を開始する。日計2�0蛾。初秋

期採種に続き、晩秋期採種の期日が判明する。

前記両年共に、初・晩秋期採種が行われていよ

う。10月20日にイタリア直輸入のバラ種（��

箱）が片倉普及団に到着する。10月�0日に蚕

種自治検査終了し、鏡検部を閉鎖する。業手

��名、助手�名退団する。業手は、女子現業従

業員である。

1��1（昭和�）年には、1月�日に製簇、製莚

作業開始（��）。�月1�日に鏡検部開始する。業

手20名就業。4月1日繰糸部開始する。業手12

名就業。4月20日までに蚕種庫内の蚕種を全部

冷蔵庫に移す。�月2日に沖縄（片倉普及団那

覇出張所）の春蚕種製造が終了する。合計

20,4��枚。�月1�日に原蚕種飼育分場（大久手

分場～岐阜県土岐郡大久手村、現・瑞浪市）よ

り最初の種繭が入荷する。正白�0�貫��0匁。

原蚕種飼育分場での蚕種掃立期日は不明。�月

20日より種繭を使い、普通蚕種の製造を開始し、

�月�日に第1期蚕種製造が終了する。合計

�1�,40�枚（1枚2�蛾換算）。蚕種製造終了後、

整理終り、�月�日に製造部閉鎖する。11月1�

日鏡検部を閉鎖する。業手41名解雇する。第2

期蚕種製造の有無については不明であるが、上

記の製造部閉鎖日を勘案すると第1期に続き、

第2期蚕種製造が行われたのであろう。イタリ

ア直輸入バラ種については、不明である。

なお、上述の正白種は、片倉製糸諸製糸所へ

初・晩種蚕用に配布する。即ち、1�2� ～ �1年

に判明する限り、武井製糸所、八王子製糸所、

仙台製糸所、岩手県是製糸株式会社、両羽製糸

所、瑞浪製糸所、上井製糸所、片倉江津製糸

株式会社、高知製糸所、高岡製糸所、佐越生糸

株式会社、鳥栖製糸所、薩摩製糸株式会社に片

倉普及団製の正白×満月（日支）中心に、一部

正白×欧�、正白×欧�、正白×豊黄、（満月×

支4）×正白を配布している（��）。正白交雑種は、

東北、関東、中部、中国、四国、九州各地方に

亘り、片倉製糸の諸製糸所を通じて特約養蚕農

民に配布していることがわかる。中でも、正白

×満月種は、「糸量解舒共良好ナリキ」（武井製

糸所）、「発育頗ル佳良ニシテ…例年ニ比シ繭

質ノ向上著シキモノアリ」（上井製糸所）、「目

切歩合等モ著シク少ナク殆ド欠点ナシ」（上井

製糸所）、「優良ナル成績ヲ収ムル事ヲ得タリ」

（高知製糸所）、社外蚕種に比べ「比較的豊作ニ

テ好評嘖々タルモノアリキ」（佐越生糸株式会

社）、「其成績特ニ佳良ナリシ」（鳥栖製糸所）

などといった高い評価を得ていた。

ヨーロッパ直輸入蚕種に関しては、片倉普及

団は、従来イタリアとフランスから直輸入して

おり、この両国直輸入蚕種の内、1�1�（大正4）

年度に「純粋種」（原蚕種）12種、翌1�（大正

�）年度には「純粋種」12 ～ 22種、「交配種」

（普通蚕種）�種（「伊×支」4種、「支×伊」4

種）について各種試験調査を行っていた（��）。そ

の後、片倉普及団の欧州（伊仏）直輸入蚕種は、

イタリア直輸入蚕種に限定される。前述のイタ

リア直輸入バラ種（欧州蚕種は、総てバラ種）
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の片倉製糸所への配給は、1�2� ～ �1年に八王

子製糸所、岩代製糸所、仙台製糸所、岐阜田中

製糸所、上井製糸所、高知製糸所、高岡製糸所、

薩摩製糸（株）宮之城製糸所の�製糸所のみ判明

する（��）。地方別に見ると、東北、関東、中国、

四国、九州各地方に広範囲に亘る。いずれも春

蚕用蚕種として配給していた。八王子製糸所は、

1�2�（大正1�）年�0�オンス、翌2�（昭和2）

年2�0オンス、1�2�（昭和4）年2,000枚（框

製換算）翌�0（昭和�）年ビジヤロ×キネーゼ

1,�00枚（框製換算）、1��1（昭和�）年240枚

（框製換算）である。1�2�～�1年の� ヶ年間に

年々直輸入蚕種配布数量が減少し、同期間に僅

か12％まで急減する。仙台製糸所は、1�2�（昭

和2）年2,��0オンス、1�2�（昭和4）年1,�00

オンス、翌�0（昭和�）年1,200オンスである。

八王子製糸所同様、輸入蚕種の配布数量は、減

少する。岐阜田中製糸所は、1��0（昭和�）年

4,�00枚である。上井製糸所は、1�2�（昭和

4）年�,�00オンス（�種）である。両製糸所共、

同年以降の輸入蚕種の配布は、確認できない。

高知製糸所は、1�2�（昭和4）年、1��0（昭

和�）年両年に、また高岡製糸所は、1�2�（昭

和4）年のみ、輸入蚕種の数量は不明であるが、

配布が確認できる。薩摩製糸（株）宮之城製糸所

は、1�2�（昭和2）年�00オンスである。上記

片倉�製糸所に関する限り、1�2� ～ �1年にイ

タリア直輸入蚕種の配布製糸所は、判明する限

り、1�2�（昭和4）年が最も多く、仙台製糸所

では、1�2�年以降年々減少し、�1（昭和�）年

には八王子製糸所に現われるのみとなる。片倉

普及団は、1��1（昭和�）年を限り、イタリア

蚕種の直輸入を停止するようである。片倉普及

団は、欧亜蚕業株式会社を介して、1�1�（大正

�）年以来�1（昭和�）年まで毎年イタリア蚕

種を輸入していたという。

片倉普及団が配給したイタリア輸入蚕種の評

価に関しては、片倉高知製糸所が1�2�（昭和4）

年春蚕種として配布した「輸入バラ種ニアリテ

ハ掃立当時蟻蚕ノ斃死セシモノ続出シテ放棄掃

替セルモノ多ク其ノ内其ノ被害僅少ナリシモノ

ハ之ガ飼育ヲ続行セシモ収繭量半減或ハ三分ノ

一ト云フ状態ニテ未ダ曽テ見ザル不成績ヲ挙ゲ

タリ」とか、また同年片倉高岡製糸所の春蚕配

布イタリア直輸入バラ種について「蚕児ノ発育

経過ニアリテハ本社ヨリ配布ノ伊太利バラ種中

催青末期ヨリ斉一ヲ欠キ甚シキハ赤褐色卵ヲ見

発生当日ハ三割位ノ斃死蚕ヲ見受ケシモ催青上

ノ失敗トモ認メラレズ」といった如く、限らず

しも高い評価を得るには至らなかったようであ

る。この低評価故か、片倉普及団は、イタリア

産蚕種の直輸入を、間も無く中止するに至る。

（4）原蚕種飼育分場制度の採用・拡大

片倉製糸は、原蚕種の飼育を分場制度の採用

によって実施する。片倉組が1�14（大正�）年

に合資会社交進社設立当初の原蚕種飼育分場は、

長野県東筑摩・南安曇両郡であったが、その後

一代交雑蚕種の製造増加に伴い、原蚕種飼育分

場の設置地域は、拡大することになる。資料上

の制約から、片倉製糸の原蚕種飼育分場地を厳

密に確定することはできないが、断片的に窺い

知る地域としては、片倉普及団が1�2�（昭和

2）年10月�日に「西筑摩郡、岐阜県内七ヶ所

分場員家族慰安会ヲ坂下ニ於テ開ク、出席者三

四二名（�0）」、また翌々 �日に「地方分場、山梨

県分場家族慰安会オ開ク、出席者二九五名」と

の指摘がある。上記の坂下町は、岐阜県最東端

に位置し、木曽川を隔てて長野県西筑摩郡に接

しており、養蚕・製種業の盛んな地域でもあっ

た。既述の如く、1��1（昭和�）年�月1�日に

原蚕種飼育分場の大久手分場（岐阜県土岐郡大

久手村〈大湫村〉、現・端浪市）から片倉普及

団に最初の種繭入荷あり（�1）、との記録がある。
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大久手村は、土岐川北岸の東濃高原東部平坦地

にある。岐阜県内� ヶ所の原蚕種飼育分場と長

野県西筑摩郡内の原蚕種飼育分場は、長野県と

岐阜県を貫流する木曽川や土岐川流域各地に位

置するものと考えられる。なお、上記「地方分

場」については詳細不明であるが、後述する、

山梨県と隣接する長野県諏訪郡、南佐久郡、南

安曇郡等各地の原蚕種飼育分場であろう。また

1��1（昭和�）年�月24日に片倉普及団の曽根

原現業長の案内にて、農林省蚕糸局の布谷技師

一行を「川岸分場視察後、諏訪所在原蚕飼育分

場ヲモ視察シタリ（�2）」との記述がある。上記

川岸分場は、既述の如く片倉普及団所轄の蚕種

製造分場である。片倉普及団設置の松本市に隣

接する諏訪郡内の片倉原蚕種飼育分場設立を裏

付ける資料として、「諏訪郡蚕種業者飼育分場」

を「県外県内業者が管内（―諏訪郡）ニ設置セ

ル場所本郡（―諏訪郡）南諏地方ニシテ、主ト

シテ片倉製糸紡績会社ナリ（��）」との記録が残

る。その他に長野県内の原蚕種飼育分場とし

て、片倉製糸は、1�1�（大正�）年に南佐久郡

の、千曲川沿岸にある岸野村（�戸）、青沼村

（10戸）、臼田町（14戸）、平賀村（�戸）、中込

村（11戸）、野沢町（1�戸）に「大量的飼育分

場を開設し、未知の養蚕者の飼育分場開拓を為

し、其の後一進一退有れども漸次其の数を増加

し来り、臼北平坦地方より漸次臼南山間部地方

に普及せり」という（�4）。1��0（昭和�）年�月

2�日に降霜被害を受けた片倉製糸の原蚕種飼

育分場として西筑摩郡の、木曽川沿岸にある木

祖村・日義村地方の小木曽分場、砂原分場、徳

音寺分場、新開分場、宮ノ越分場、吉田分場を

指摘していた（��）。当地方、殊に日義村は、同

郡下有数の養蚕地帯である。また、1��1（昭

和�）年�月2�日に前記の農林省蚕糸局の布谷

技師と長野県の鵜飼技師が「自知検査監督ノ為

メ来所」し、片倉普及団の曽根原現業長が有明

分場（南安曇郡有明村、現・穂高町）に案内し

ている（��）。以上のように、長野県内における

片倉普及団の原蚕種飼育分場は、東・西筑摩郡、

諏訪郡、南佐久郡、南安曇郡に存在していたこ

とが確認できる。長野県内の原蚕種飼育分場地

域は、1��0（昭和�）年に西筑摩郡山間部地方、

南安曇郡山間部地方、諏訪郡山間部地方、南佐

久郡千曲川沿岸地方・山間部地方以外に、北安

曇郡山間部地方・高瀬川沿岸地方、更級郡山間

部地方・犀川沿岸地方、小県郡山間部地方、北

佐久郡山間部地方・千曲川沿岸地方にあり（��）、

片倉普及団が原蚕種飼育分場を北安曇郡、更級

郡、小県郡、北佐久郡各地域に設置・拡張して

いたかは明らかでないが、片倉普及団所在地の

周辺諸郡に普及していたのであろう。

片倉普及団が長野県外に設置した原蚕種飼

育分場地として、上記岐阜県のほかに前述し

た1�2�（昭和2）年に山梨県下の、釜無川沿岸

にある「龍王分場」（中巨摩郡龍王村）の存在

が判明する。同年�月1�日に片倉普及団の原蚕

種飼育分場の中で最初に「山梨龍王分場」より

種繭が搬入される（��）。なお、1��1（昭和�）年

に諏訪郡蚕種業者設置の山梨県下飼育分場地と

して、北巨摩郡武里村・円野村・清哲村・鳳来

村各村と中巨摩郡源村・飼野村・小井川村・龍

王村・大宮村各村の存在が指摘されている（��）。

片倉普及団の山梨県の原蚕種飼育分場としては、

上記北巨摩・中巨摩両郡にあったのであろう。

なお、1�2�（昭和�）年末に、片倉製糸は、

長野県に、即ち片倉普及団管轄の原蚕種飼育分

場（「蚕児飼育分場」）数��0、蚕業技術員（「技

術員」）数�4�人（常置�1人、臨時2��人）蚕

種製造額11,�01,�04蛾（原蚕種20�,���蛾、普

通蚕種11,���,1��蛾）、また静岡県に、即ち

片倉普及団沼津出張所管轄の原蚕種飼育分場

（「蚕児飼育分場」）数1�0、蚕業技術員（「技術

員」）数20人（常置�人、臨時1�人）、蚕種製
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造額2,��0,��0蛾（原蚕種��,0�0蛾、普通蚕種

2,��2,�10蛾）であった（�0）。

1��0（昭和�）年4月1�日に片倉普及団の原

蚕種飼育分場全戸に蠁蛆駆除枠1,01�個（片倉

普及団考案・製作）を取付け、蠁蛆の捕獲に効

果があった旨を記している（�1）。原蚕種飼育分

場各1戸にこの蠁蛆駆除枠1個を取付けていた

とすれば、包摂地域は不分明ながら、同年の片

倉普及団の原蚕種飼育分場戸数は、1,01�戸で

あったことになる。また、1�2�（昭和4）年12

月�日に原蚕種飼育分場員代表者打合会（沼津

出張所を除く）を開催（出席者2�名）し、2�

組合に特別奨励金（�,��0円）を交付する（�2）。

原蚕種飼育分場へ派遣される片倉普及団の蚕業

技術員以外に、原蚕種飼育分場員代表者打合会

を通じて、夫々片倉普及団の蚕業方針完遂を目

差し、またその成果に報いる奨励金交付を行っ

ていたのである。

また、片倉普及団によって原蚕種飼育分場員

家族の慰安会が開かれている。上述の1�2�（昭

和2）年10月�，�日以外に、翌々 2�（昭和4）

年10月12，2�両日に県内と県外の原蚕種飼育

分場に分けて、家族慰安会をそれぞれ開催して

いたことが判明する（��）。その後も同家族慰安

会が開かれていたであろうが、記録上では定か

でない。

なお、原蚕種飼育分場員家族の慰安会だけで

はなく、片倉普及団の従業員たちの慰安会を各

年開いている。1�2�（昭和2）年�月�日鷹ノ

湯において従業員1��名、翌々 2�（昭和4）年

�月�1日に従業員2�1名、�0（昭和�）年には2

回に分け、�月2�日に臨時従業員1�0名、�月�

日に（常勤）従業員��名、また�1（昭和�）年

�月�1日に浅間温泉（東筑摩郡本郷村字浅間）

にて従業員��0名の参加にて夫々慰安会が開催

されている（�4）。片倉普及団の従業員慰安会の

参加者が1�2�年の1��名から1��1年の��0名に

急増している。従業員の増員は、片倉普及団の

蚕種製造規模の拡大に対応したものであろう。

各年、従業員慰安会の開催日は、普通蚕種製造

終了日頃に行われていた。また、例年春・秋

2回の所員対象の慰安会も行われている。1��1

（昭和�）年4月2�日に「例年ニ依り」所員1�0

名、松本市内の城山公園にて観桜会を、また同

年10月1�日に「例年ニ依り」所員�2名、葛温

泉（北安曇郡平村字野口）において観楓会を

夫々催していた（��）。従業員とは別に、職員の

慰安会が年2回観桜会、観楓会として蚕種製造

開始前と蚕種製造終了後に行われていたことが

わかる。

（5）片倉普及団の輸送手段

片倉普及団の申請に基づき、片倉製糸は、

1��0（昭和�）年�月2�日開催の取締役会にお

いてフォード1.�トン積貨物自動車新車1台（代

価2,200円見当）の購入について審議を行い、

認可を決定している（��）。この取締役会の承認

を受けて、片倉普及団は、翌�月1�日にA型フ

ォード半箱型1.�トン積貨物自動車1台（代金

2,0�0円）を購入する（��）。片倉普及団は、この

貨物自動車の買入に合わせて、自動車車庫1棟

（�坪2）を建築している。

既述の如く、片倉普及団設置の原蚕種飼育分

場は、片倉普及団の周辺諸郡である、東・西筑

摩郡、南安曇郡、諏訪郡、南佐久郡などのほか

に、隣接諸県の岐阜県、山梨県に及んでいたこ

とから、片倉普及団は、自家用貨物自動車を使

用して、原蚕種飼育分場への原蚕種の配布など

を行ったことであろう。即ち、片倉普及団の所

在地・松本市は、江戸時代に松本藩戸田氏�万

石の城下町であり、交通の中心地でもあった。

片倉普及団は、県下幹線道路の旧街道、即ち

中山道（木曽路、現・国道1�号）、千国街道・

糸魚川街道（現・国道14�号）、佐久甲州街道
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（現・国道141号）、甲州街道（現・国道20号）、

松本街道（現・国道14�号）、北国西脇往還（善

光寺街道）などを継承する諸国道（�,10、11、

14号）や県道＝松本・糸魚川線、上田・松本線、

塩尻・松本線のほか、松本市を起点とする県道

＝松本・高山線、松本・本郷線、松本・船津線、

松本・鎗ヶ嶽線、松本・里山辺線、白姫・松本

線、北内田・松本線、梓・松本線、小倉・松本

線、玉ヶ鼻・松本線など（��）を利用して、自家

用貨物自動車輸送に従事していたのであろう。

片倉普及団の貨物自動車保有は、輸送効率の増

進に結実することになろう。

なお、鉄道輸送に関して、片倉普及団は、1�2�

（昭和2）年4月1�日に一駅一店制による㋩合

同運送店と「貨物積卸金」について交渉し、料

率協定を結ぶ。松本駅「到着」貨物のうち、種

繭（「小口扱」）1本、雑品1個（「小口扱」）に付、

夫々荷卸手数料・配達料共1�銭、また松本駅

「発送」貨物については、雑品（「小口扱」）1

個、空篭（「貸切扱」）1トンに付、運搬積込手

数料各10銭、�0銭と夫々協定していた（��）。原

蚕種飼育分場より片倉普及団へ種繭の運搬（空

篭は逆送）は、鉄道を利用していた模様である。

翌々 2�（昭和4）年�月�日には、松本駅小荷

物係主任・田村長治が蚕種運輸について片倉普

及団に来所する（�0）。片倉普及団より発送の蚕

種が「漸次多数ニ上ル為其取扱時間」協定をし、

鉄道輸送上、片倉普及団では「扱時間ハ規定上

午後十時ナルモ蚕種ニ限リ時間外取扱フ様便宜

ヲ得タリ」という。片倉普及団は、鉄道会社の

特別な計らいによって、蚕種の運送取扱時間は、

原則無制限という恩恵を被る。片倉普及団製蚕

種（普通蚕種）は、全国の片倉諸製糸所（傍系

製糸会社を含む）へ鉄道を利用して発送して

いたことが窺われる。即ち、1�2�（昭和2）年

～ �1（昭和�）年に判明する限り、片倉普及団

製蚕種（輸入蚕種を含む）を岩手県是製糸株式

会社盛岡工場、岩代製糸所、仙台製糸所、両羽

製糸所、岐阜田中製糸所、上井製糸所、片倉江

津製糸株式会社、高知製糸所、高岡製糸所、鳥

栖製糸所、薩摩製糸（株）宮之城製糸所に配送し

ていることが確認できる（�1）。なお、片倉普及

団（松本本場）製以外の片倉系蚕種に関しては、

片倉普及団沼津出張所製蚕種が岐阜田中製糸所

と高岡製糸所に、また九州蚕種株式会社製蚕種

が仙台製糸所に夫々配給されている（�2）。少量

ながら、片倉製以外の指定蚕種（河田製蚕種

等）も遠隔地の片倉諸製糸所へ配給されていた

ことがわかる。東北、中部、中国、四国、九州

各地方に至る全国に散在する片倉製糸の諸製糸

所に片倉製蚕種を鉄道輸送によって配送してい

たことは疑いないであろう。

以上のように、片倉普及団は、自家用貨物自

動車を使用して、同団管轄の原蚕種飼育分場に

原蚕種を運送し、また原蚕種飼育分場より種繭

を片倉普及団へ輸送する場合、及び片倉普及団

製蚕種（普通蚕種～イタリア直輸入蚕種を含む）

を遠隔地にある全国の片倉諸製糸所へ輸送する

場合、いずれも鉄道を利用していたようである。

（6）蚕品種・蚕児生理に関する試験研究

片倉普及団は、設立当初より試験研究部（後

の蚕業試験所）を設け、「蚕品種の改良淘汰に

学術的研究を続け、優良原種の選出に全力を傾

注した。此の間蚕品種及蚕体生理に関して特別

の研究を進め、その業績見るべきものがあっ

た（��）」という。

『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』（��1 ～

��2頁）に1�20 ～ 1���年にかけて、『蚕業新

報』、『大日本蚕糸会報』、『蚕業評論』、『蚕糸

界報』、『応用動物学雑誌』、『片倉蚕業試験所報

告』、『日本蚕糸学雑誌』など既発表の学術的研

究報告を記載するが、この記載内容は、試験研

究部及び蚕業試験所の各種試験研究の一部にす
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ぎず、未発表の学術的研究は、多数に上ってい

たであろうことは、想像に難くない。1�2�、2�

～ �1年における片倉普及団試験研究部及び蚕

業試験所の蚕品種・蚕児生理に関する試験研究

の内容は、下記の如くである。

1�2�（昭和2）年（�4）（試験部の研究項目）

一、蚕卵の生理に関する研究

A、越年蚕卵の冷蔵期前後に於ける発育階

梯と冷蔵に対する抵抗力との関係試験

B、単式冷蔵法と複式冷蔵法との比較に関

する試験

C、冬期間に於ける蚕卵の保護温度と作柄

の間に関する試験

D、採種時期の早晩と活性卵となる時期と

の関係及各品種の活性卵となる時期を知

らんとする試験

E、越年卵冷蔵中に於ける温度の多少が蚕

卵の冷蔵に対する抵抗力に如何なる関係

を及ぼすかを知らんとする試験

F、催青卵の抑制温度に関する試験

G、蟻蚕の適当なる抑制温度を知らんとす

る試験

H、催青中に於ける蚕卵発育を抑制するに

適当なる時間及温度並に時期と温度との

関係を知らんとする試験

 I 、塩酸孵化種の適当なる冷蔵時期及冷蔵

温度を知らんとする試験

 J 、人工孵化種の適当なる催青温度并被害

温度を知らんとする試験

K、蚕卵の内溶液の滲透圧と胚子の生命と

の関係に関する研究

L、催青中の蚕卵に対する障碍が蚕児及繭

に及ぼす影響試験

M、人工孵化種の催青中に於ける高温接触

と蚕卵の孵化との関係試験

N、交互雑種の比較試験

O、蚕児及蚕卵に対する紫外線放射試験

P、越年性蚕卵の蚕卵当時に於ける低温接

触と胚子の活性化との関係試験

1�2�（昭和4）年（��）（試験研究一覧）

一、普及団配布蚕品種の性状調査

二、紫外線下に於ける繭色の個定種作成

三、給桑回数試験

四、給桑量測定試験

五、蚕卵の冷蔵中に於けるボイルド油蒸気に

依る被害に関する研究

六、産卵後の保護温湿度蚕卵に及ぼす影響に

就ての研究

七、冷蔵塩酸孵（化）法に関する研究

八、酸素分圧の高低が蚕卵に及ぼす影響に関

する研究

九、蚕蛾の冷蔵適温に関する研究

十、蚕蛾の冷蔵日数に関する研究

十一、家蚕に於ける孵化の早晩と雌雄性との

関係に就ての研究

十二、家蚕の交互雑種に関する研究

十三、家蚕の飽食点に就ての研究

十四、家蚕の空腹点に就ての研究

十五、優秀なる蚕品種の淘汰選出試験

十六、交雑種比較試験

十七、簇の比較試験

十八、催青卵の抑制に関する研究

1��0（昭和�）年（��）

一、�月家蚕の交互雑種の性質に就ての研究

完成

二、2月酸素瓦斯分圧高低の蚕卵に及ぼす影

響に就ての研究完成

三、�月換気量の理論的算出法に就ての研究

完成

四、�月蚕座面積の広狭が蚕児の生理並繭質

に及ぼす影響に就ての研究完成
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五、�月家蚕繭質の相関に就ての研究一部完

成

六、�月催青卵の抑制に就ての研究完成

七、�月蚕児の飽食点に就ての研究完成

八、�月蚕児の空腹点に就ての研究完成

九、10月繭層歩合測定方法の精密度に就て

の研究

十、分型に依る蚕品種改良試験

十一、交雑に依る蚕品種改良試験

十二、保性油蚕の利用に関する調査

十三、上簇室フォルマリン撒布試験

十四、上簇温度と同功繭との関係試験

1��1（昭和�）年（��）

一、蟻蚕の抑制（に）就ての研究完成

一、蚕卵の炭酸恕限量並に極限量に就て（の

研究）

一、家蚕の化性に関する研究

一、塩酸孵化法施行後の冷蔵に就て（の研究）

一、蚕卵後の保護温度に就ての研究

一、座桑寸法と食下量との関係に就ての研究

一、単繭と同功繭との繭層歩合並繭層重比較

一、分型による品種改良試験

一、紫外線による繭色の異型分離試験

一、交雑種比較試験

一、本所配布交雑種の性状調査

一、異状繭の遺伝学的研究

一、上簇方法に関する研究

一、繭質相関に関する研究

なお、1�2�（昭和2）年�月�日に片倉普及

団は、中津川製氷会社の電気孵化場において蚕

種の電気孵化試験を行う。この試験は、片倉普

及団の小針喜三郎、室賀兵左衛門、宮下各社員

が数度に亘り反復調査する。その結果、「発生

歩合ハ普通浸酸法ニ劣ラズ殊ニ冷蔵浸酸法ニ該

当スルモノアリテハ蚕卵脱落セザルヲ以テ浸酸

法ニ優ル点アル」とする。但し、欠点としては

「一、多額ノ設備費ヲ要スルコト、一、施行時

間長キヲ要スル為メ一挙ニ多数ノ施行オナスニ

適セズ、一、電気孵化蚕種ハ保護取扱飼育ニ特

殊ノ手加減ヲ要スルモノノゴトシ」とする結論

であった（��）。この蚕種電気孵化法は、欠点多

く採用するには至らなかったのであろう。

一代交雑種の製造法は、従来の蚕種製造法と

は異なり、複雑で技術上幾多の改良を必要とす

る。この点、片倉普及団は、最善の試験研究施

設・機器を備え、先進技術を駆使した体系的、

組織的研究を実施する。当時としては、この分

野における国内トップレベルの技術及び研究水

準にあったことが窺える。

（7）従業員の各種研修制度と蚕玉会の活動

①　従業員の各種研修制度

片倉普及団は、各年社員、従業員の各種研修

会を開催し、蚕業方針の徹底と技術・技能の

向上を図っていた。片倉普及団では、1�2�（昭

和2）年4月12日に原蚕種飼育分場及び製糸所、

出張所へ派遣の養蚕技術員（養蚕教師）12�名

を招集し、2日間に亘り蚕業技術員研究会を開

催し、指導方針及び必須事項に付いて討議す

る（��）。同年�月2�日には、長野県立松本蚕業

試験場において凍霜害対策研究大会が開催され、

片倉普及団からは久根下所長、曽根原現業長が

出席する。この大会内容は、1.被害桑樹の善

後策に関する件（古條迄損傷した場合の処置、

新梢全部損傷した場合の処置、夏秋蚕専用桑園

に対する処置）、2.蚕作安定策に関する件（催

青卵冷蔵に関する件、春蚕を中止し夏秋蚕に主

力を注ぐ場合）であった。

また1�2�（昭和4）年1月2�日に蚕業技術

員研究会を4日間に亘り開催（人員12�名）の

上、同月�0日に、片倉普及団において原蚕

種飼育分場派遣の蚕業技術員打合会を開催す
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る（100）。同年�月2�日～ �0日には松本市公会堂

において講演会があり、片倉普及団から社員

1�名が聴講する。この講演内容は、2�日養蚕

法（元上田蚕糸専門学校長・髙橋清七）、2�日

霜害の前後策について（松本側候所長・宮野寛

良）、�0日桑樹栽培法（長野県蚕業試験場長・

鶴田定平）であった。

前年に続き、1��0（昭和�）年1月22～2�日

に蚕業技術員研究会を開催（出席人数・蚕業技

術員1��名、その他製糸所関係者2�名）の上、

1月24 ～ 2�日に片倉普及団では、原蚕種飼育

分場派遣の蚕業技術員打合会を開催する（101）。

参加人員�0名。同年2月2�～2�日に片倉普及

団試験部助手が長野県農事試験場・蚕業試験場、

片倉須坂製糸所、上田蚕糸専門学校、上田蚕種

株式会社、染色講習所、上田蚕業試験場を見学

する。試験部助手の見学は、同年�月2�日にも

実施されている。また同年�月12～14日には、

製造部員の蚕児雌雄鑑別講習会を開催する。

1��1（昭和�）年には、片倉普及団では4月

2� ～ 2�日に製造部業員（－男子従業員）�2名

に対し、「製造上ノ講習」を行い、同年�月1�

～ 20日には製造部業手（－女子従業員）104名

に対して、前年同様蚕児雌雄鑑別講習会を開催

していた（102）。

②　蚕玉会の活動

片倉普及団の従業員たちによって組織された

蚕玉会の活動として、1�2�、2�～�1年につい

て判明する。蚕玉会は、1�2�年に組織された

模様である。蚕玉会の活動は、蚕玉会会員によ

る講演と研究問題に大別できる。

1�2�（昭和2）年に蚕玉会は10回開催し、主

な題目、講演者、研究問題は、次の通りであ

る（10�）。

　　　題　　目 講演者

一、給桑量に就て　 甘利　　保

一、室内換気に関する学説の変遷に就て

 岡田　輝彦

一、簇と熟蚕の密度に就て 笠井　三郎

一、紫外線に依る繭の鑑識に就て

　 小針喜三郎

一、繭の解舒に就て 小岩井桂三

一、催青器の換気と蚕卵の所要空気量の関係

　　に就て　 室賀兵佐衛門

一、上簇温度とポカ繭との関係に就て

 小岩井桂三

一、蚕と飼料との関係に就て 吉池　只志

　　　研究問題

一、簡単なる散種掃立法

一、原蚕用桑として適合す可き桑品種裁植奨

励の良法

一、蚕児雌雄鑑別の時期如何

一、夏秋蚕の桑園経営を如何にすべきか

1�2�（昭和4）年においては蚕玉会は、第2�

回から第�4回まで�回開催する。種々の会員講

演が行われるほか、主な研究事項は次の通りで

ある（104）。

一、各地方に於ける特種飼育法の状況如何

一、特約組合に於ける桑園の経営及肥培管理

の基準を示す方法

一、病毒予防検査を完成せしむる方法

1��0（昭和�）年において、蚕玉会は、蚕種

製造期間を除き前後10回開催する。講演と研

究問題は、次の通りである。この蚕玉会の活動

により「社員ノ向上ニ資スル処多カリキ」との

評価であった（10�）。

一、催青卵検査、其他病毒検査に就ての研究

一、施肥料に依る桑葉収穫量との関係曲線に

就て（講演）

一、特定養蚕組合に於て違蚕の責任帰着点　

（研究問題）



― �� ―

専修大学社会科学年報第 44 号

一、鑑別手採用に際して学課試験並メンタル

テストを課する可否如何（研究問題）

一、蚕児の飽食点及空腹点に就て（講演）

一、蚕種製造上雌雄調節法並病毒を少なから

しむる方法如何（研究問題）

一、雄製造班を特別設置の可否如何（研究問

題）

1��1（昭和�）年において蚕玉会は、1月2�

日～ 12月2�日まで�回開催する。講演と研究

問題は、次の通りである（10�）。

1月2�日蚕玉会例会開催

 1．雄蛾保護法の最も有利に出来得る方法如

何

 2．家蚕の胃液及血液の略説より試験せる酵

素作用の消長に就て　赤沼弥助講演

 �．春蚕白繭種の将来　小針現業長講演

 4．家蚕化性変化の研究の過去現在及将来　

室賀兵左衛門講演

2月24日蚕玉会開催

 1．凍害に就て　福地　甲講演

 2．原蚕分場に於ける正白種飼育の難易及是

が取扱ひ上注意すべき点如何　研究問題

�月�日蚕玉会開催

 1．種繭の保護　福地　甲講演

 2．正白飼育上注意すべき点如何　所員体育

に関する件等　研究問題

11月4日蚕玉会開催

12月2�日蚕玉会開催。講演。

 1．九州視察談　福地　甲

 2．繊度問題の行衛　室賀兵左衛門

 �．蚕卵の調査　北林世喜次

 4．蚕糸会講演の要旨　井出五郎

 �．上田蚕糸専門学校講演会要旨　室賀（兵

左衛門）

蚕玉会は、年� ～ 10回、蚕種製造期間を除

く期間に開催される、片倉普及団従業員たちの

相互啓発、学習・研究団体との位置付けが与え

られよう。片倉普及団研究員（技師・技手）が

中心的役割を果していたものといえよう。

２．蚕業試験所の設立と設備拡充

1��0（昭和�）年�月に片倉普及団試験研究

部（部長・小針喜三郎）から分離・独立した蚕

業試験所（所長・小針喜三郎）は、試験研究設

備を整備充実し、小針所長を中心に鋭意蚕種改

良に努める。既述の如く、片倉製糸育成の蚕品

種として、満月、豊白、豊黄、瑞祥、大安、栄

光、分離白一号の内、満月は、1�22（大正11）

年に中国青島より輸入した「支那二化性種」に

小針喜三郎が改良を加え、翌年満月として採

用した二化性支那白繭種である（10�）。満月は、

1���（昭和12）年から原蚕種管理品種（支10�

号）として指定される。満月の片倉交雑種とし

ては、1�2�（大正14）年より国蚕欧�号×満月、

満月×国蚕日10�号、満月×国蚕日10�号のほ

か、その後満月×正白（又は反交）、国蚕支4

号×満月、豊白×満月、豊黄×満月などを製造

する（10�）。片倉製糸の選出育成した蚕品種の内、

満月の交雑種が最も多い。豊白は、福島県梁川

産の欧州優性白繭種に改良を加えて、1�2�（昭

和３）年から採用した一化性欧州白繭種である。

豊白の片倉交雑種として、1�2�（昭和�）年よ

り豊白×満月、豊白×瑞祥を製造する。豊黄は、

アスコリ・ピチェノ種を改良し、1�2�（昭和�）

年から採用した一化性欧州黄繭種である。豊黄

の片倉交雑種として、1��0年（昭和�）年より

豊黄×瑞祥、翌年以降豊黄×正白、豊黄×満月、

豊黄×栄光を製造する。瑞祥は、支那金黄種に

改良を加えて1��0（昭和�）年から採用した一

化性支那金黄種の優良種である。瑞祥の片倉交

雑種としては、1�2�（昭和�）年より豊白×瑞
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祥、翌々年以降豊黄×瑞祥を製造する。以上の

4蚕品種は、片倉普及団試験研究部において選

出育成した新品種である。

栄光は、（種ヶ島×青熟）×正白から選出育

成され、1��1（昭和�）年に採用した二化性日

日固定白繭種である。栄光は、1���（昭和14）

年に原蚕種管理品種の日11�号として採用され

る。栄光の片倉交雑種として、1��2（昭和�）

年より豊黄×栄光、栄光×満月などを製造する。

大安は、昭和初期に満月×宮城諸桂から育成さ

れた一化性支支固定白繭種である。大安の片倉

交雑種として、1��2（昭和�）年より大安×満

月を製造する。分離白一号は、昭和初期に熊本

県蚕業試験場系統の分離白一号に改良淘汰を加

えた日欧固定の一化性白繭種である。分離白一

号は、1���（昭和12）年に原蚕種管理品種日�

号に指定される。分離白一号の片倉交雑種とし

て、分離白一号×満月等を製造する。以上�蚕

品種は、片倉蚕業試験所において育成した品種

といえよう。

（1）蚕業試験所の職制、業務組織の整備

1��1（昭和�）年2月1�、2�両日開催の片倉

取締役会に上呈の「各所事務分掌規定中改正」

の中から試験所に関する部分を抜き出すと、以

下の通りである。

第六章　試験所（10�）

第二十五條　試験所ニハ所長ヲ置キ所管事業ノ

統理経営ニ任セシム　所長ハ外部ニ対シ所ヲ

代表ス、所長欠員若クハ事故アルトキハ代理

者ヲ置クコトヲ得

第二十六條　所長ノ職務ニ関シテハ第十條第十

一條ノ規定ニ準シ取扱フモノトス

第二十七條　試験所ニ左ノ係ヲ置キ其ノ事務ヲ

処理セシム

庶務係　文書　日誌　当宿直　統計　土

地建物　人事　一般警衛　衛生　

建築営繕　人夫雑役取締

会計係　金銭出納　備品什器　日用品消

耗品　保険　重要書類並用度品ノ

保管　恒心会貯蓄会及共済会ニ関

スル事項

原蚕係　原蚕種ノ選定並製造ニ関スル事

項

試験係　試験研究ニ関スル事項

桑園係　桑園　桑苗圃　肥料ニ関スル事

項

検査係　病毒予知検査　蚕種検査　蠁蛆

駆除

1��1（昭和�）年�月1�日開催の片倉取締役

会に、上記規程の内、「第六章　研究所並試験

所　第二十七条　研究所並ニ試験所ニハ事務ノ

繁閑に依リ事務長現業長ヲ置キ事務ヲ掌理セシ

ムルコトヲ得、第二十八条　研究所並試験所ハ

其ノ試験研究ニ必要ナル組織ニ就キ規程ヲ定メ

本店ノ承認ヲ受クヘキモノトス」とする、各改

正案について審議している（110）。

昭和恐慌期に、片倉蚕業試験所の職務分掌の

整備、明確化が図られる。前述の如く、片倉製

糸の事業組織改革の一貫である。片倉蚕業試験

所には事務長、現業長を置く場合、所長―事

務長（―庶務係・会計係）及び現業長（―原蚕

係・試験係・桑園係・検査係）の各職制が定ま

る。1��2（昭和�）年�月11日より事務長と現

業長は、事務主任と現業主任に改称される。

（2）原蚕種製造及び試験研究施設の拡充

1��2（昭和�）年10月�日開催の片倉取締役

会において、蚕業試験所移転新築に関する案件

が審議される（111）。この移転新築理由は、次の

通りである。
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　　　蚕業試験所移転新築ノ理由

一、現在ノ蚕業試験所ハ設備狭隘ナルノミナ

ラス普及団構内ニ在リ蚕児ノ衛生ニ適セ

ス為メニ所期ノ目的遂行上頗ル困難ナリ

之レ移転新築ノ必要ナル所以ナリトス

二、原蚕種国家管理案通過シ除外ヲ認メサル

場合ニ於テモ当社ノ立場上蚕品種ノ試験

研究ノ必要アリト認ム其理由次ノ如シ

 1．当社撰出ノ蚕品種カ国蚕系ヨリ優位ニ

非ル場合ニ於テハ原料対策ノ妙味ハ著

シク減殺セラル

　　故ニ将来益優良種ノ撰出ニ努力セラル

可ラス

　　仮定原蚕種国家管理実施ノ暁ニ於テモ

当社撰出ノ優良種ハ之レヲ有効ニ利用

スルノ方途アリト思惟ス

 2．当社蚕業対策改善上必要ナル事項例ヘ

ハ蚕種製造、飼育、上簇等ニ関スル試

験研究ハ将来益緊要ナルヲ痛感ス

片倉蚕業試験所では、原蚕種製造の増大に伴

い、試験研究施設が手狭となり、また片倉普及

団の構内に所在することから、蚕児衛生上不適

切であるとの理由で、移転新築の必要を主張し

ている。さらに将来、原蚕種国家管理法が施行

された場合、片倉製蚕種が国蚕系蚕種より優位

を保持する必要があり、そのためには蚕種製造、

飼育、上簇等に関する試験研究は、今後益々緊

要であると述べていた。結局、この案件は「保

留」となり、次回の取締役会に持ち越されるこ

とになる。同月2�日の片倉取締役会で再び上

記蚕業試験所の移転新築案件が提出・審議され

る。「蚕業試験所移転新築ノ理由」は前回同様

であるが、添付の「蚕業試験所建築経費予算

書」において具体的な設備内容が判明する（112）。

予算総額（敷地除き）金�0,���円1�銭也、内

訳、1.本館木造2階建1棟延1�2坪（工事費

�,���円2�銭）。2.蚕室木造2階建�棟延���坪

（同21,��1円�銭～地下室を含む）。�.繰糸室

木造平家建1棟延��.�坪（同�,��4円��銭）。

4.冷蔵庫鉄筋コンクリート平家建1棟延11坪

（同4,�00円～機械を含む。但し一部分は、現

在使用のものを用いる）。�.キャリヤー式生理

蚕室鉄筋コンクリート平家建1棟延�2.�坪（同

�0,000円～機械を含む）。�.貯桑室平屋建（地

下室付及び物置）1棟延��坪（同�,4��円�0銭）。

�.貯繭庫土蔵2階建1棟延24坪（同���円��銭）。

�.乾繭場（乾燥室は煉瓦積、繭取扱場は木造）

1棟延�.2坪（同4�4円12銭）。�.寄宿舎木造2

階建2棟延1�1.1坪（同�,���円��銭）。10.食

堂其他付属木造平家建1棟延��.2�坪（同

�,���円��銭）。11.食料倉庫木造平家建1棟延

12坪（同���円1銭）。12.汽罐室土蔵平家建1

棟延12.�坪（同4�0円��銭）。1�.洗面所木造1

棟延2.�坪（同1��円�4銭）。14.洗濯所・干場

木造1棟延4坪（同�0円～設計図未調、見積は

概算）。1�.便所木造平家建4棟延�.�坪（同�2�

円�0銭）。1�.廊下木造、床アスファルト延��

坪（同2,�2�円40銭）。1�.堆肥舎木造コンクリ

ート混合1棟延�2坪（同��2円12銭）。1�.洗滌

溜池コンクリート露出1棟延1�坪（同1��円24

銭）。1�.工事作業所・事務所木造�棟延�0坪

（同2�0円～設計図未調、見積は概算）。総計延

1,�01.�坪（工事費総額�0,���円1�銭）。

以上のように、片倉蚕業試験所の移転建築

費は�0,���円1�銭に上り、建物施設は1� ヶ所、

2�棟に及ぶ。即ち、本館（2階建）1棟、蚕室

（2階建）�棟、繰糸室（平家建）1棟、冷蔵庫

（平家建）1棟、キャリヤー式生理蚕室（平家

建）1棟、貯桑室（平家建地下室付、物置共）

1棟、貯繭庫（土蔵2階建）1棟、乾繭場（乾燥

室・繭取扱場）1棟、汽罐室（土蔵平家建）1

棟のほか、従業員用の寄宿舎や食堂、食料倉庫、

洗面所、洗濯所・干場、便所、堆肥舎、洗滌溜
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池など原蚕種の製造施設や蚕品種及び蚕児の生

理に関する試験研究設備以外に、従業員の生活

に係わる設備まで、施設全般に亘るものであっ

たことが分る。しかし、この再提出の片倉蚕業

試験所移転新築案件は、再度「保留」の憂き目

を見る。翌年に入り、片倉蚕業試験所は、上述

の案件を規模縮小の上、更に再び設備移転増設

を申請する。

1���（昭和�）年2月2�日開催の片倉取締役

会において、片倉蚕業試験所蚕室其他付属建物

増設の案件について審議する。この内訳は、事

務所1棟、蚕室�棟、貯桑室、製糸室外付属共

総延���坪（工事費概算��,2�0円）である。前

年の申請案件と比べると、金額ベースで�割減

である。この増設地は、片倉普及団正門向いの

道路を隔てた隣地を予定していた。この増設理

由を片倉蚕業試験所は、「現在ノ蚕室ハ鱗毛猛

烈ニ飛来シテ病毒伝播ノ危険多ク飼育ニ適セス

且ツ狭隘ニシテ試験ノ完全ヲ期スルニ困難ナル

ノミナラス普及団蚕種製造室拡張ノ必要ニ迫ラ

レアルヲ以テ之ヲ構外ニ増設シテ一ハ病毒の伝

染ヲ防キ一ハ試験蚕室ヲ増加シテ優良品種の撰

出ト他蚕種ノ比較試験トヲ行ヒ以テ試験所ノ使

命ヲ果サシメントス」と主張していた。片倉蚕

業試験所の試験蚕室の狭隘と片倉普及団の蚕種

製造室拡張の必要性を訴えながら、試験研究環

境を整備、即ち片倉普及団構外に試験蚕室等を

移設・増設することで猛烈な鱗毛飛来による病

毒伝染を防ぎ、優良蚕品種の選出及び他蚕種と

の比較試験を全うしたいとする。しかし、この

案件も、「保留」となる（11�）。

上記案件に引続いて、片倉蚕業試験所の移転

建設案件が1���（昭和10）年末に至り、片倉

取締役会に上呈をみる。即ち、1���（昭和10）

年12月1�日開催の片倉取締役会において審議

される（114）。上記移転建設の理由と建物・機械

等の内訳は、次の通りである。「現在試験所ハ

普及団構内ニアリテ設備狭隘ナルノミナラズ鱗

毛飛来、換気不良等蚕児ノ衛生ニ適セズ所期ノ

目的遂行上頗ル困難ナルヲ以テ普及団向側敷地

ニ建設（一部旧松商宿舎利用）シタシ尚原蚕種

国家管理法実施ノ暁ニ於テハ府県立蚕業試験所

ト対立シテヨリ優秀ナル原蚕種ノ製造ヲ行ヒ原

料対策ノ完璧ヲ期シ優良品種ノ撰定並蚕種製

造ニ関スル試験研究ハ将来益緊要ナルノミナ

ラズ飼育上簇等蚕作ノ安定繭質ノ改良統一ノ

試験研究モ亦特約組合ノ維持拡充上必要ナリ」。

建物1,4��坪（工事費��,4��円）、機器（代金

1�,2��円）、雑費（同2,000円）、工事代金総額

�1,��0円。この内訳、1.本館木造スレート葺2

階建1棟延1��坪��（工事費10,�4�円）。2.1号

蚕室木造瓦葺2階建移転1棟延212坪（同4,���

円）。�. 2号・�号蚕室木造瓦葺2階建移転2棟

延��4坪（同1�,�0�円）。4.繰糸室木造瓦葺平

家建1棟��坪（同4,���円）。�.蚕種研究室木

造瓦葺平家建1棟�0坪（同4,411円）。�.食堂

木造瓦葺平屋建1棟��坪（同2,���円）。�. 1

号・2号宿舎木造瓦葺2階建2棟延21�坪（同

�,442円）。�.農蚕具・雑物置木造土丹葺平家

建2棟�4坪（同2,�22円）。�.汽罐室木造瓦葺

平家建1棟1�坪（同��0円）。10.貯桑室地下

コンクリート・地上木造瓦葺2階建1棟延�0

坪（同2,1�2円）。11.貯繭庫木造瓦葺2階建移

転1棟延1�坪（同��2円）。12.渡廊下木造土

丹葺平家建延�1坪（同2,��2円）。1�.食料庫

及び水槽鉄筋コンクリート造・上部水槽下部

倉庫延4坪（同���円）。14.乾燥室木造土丹葺

平家建�坪（同2��円）。1�.洗滌池コンクリー

ト造1�坪（同2��円）。1�.冷却機械器具（代

金4,��0円）。1�.其他機械器具（同�,2�1円）。

1�.乾燥機（同�44円）。1�.給水装置（同�0�

円）。20.煖房設置（同1,���円）。21.敷地内並

外廊整地及び排水工事（同1,�00円）。22.諸雑

費（同�00円）。
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以上のように、片倉蚕業試験所の移転は、未

だ実現されず、前々年の申請案件と比べ、工事

費総額で略倍増し、�年前の同案件と比べると、

延面積では殆ど同じ1,�00坪に回復するが、工

事費総額で1万�千円弱の減額をみる。この減

額分は、蚕室�棟と貯繭庫を新築から移転に変

更した金額に略相当する。また今回の案件で

は、機器として冷却機械器具、乾燥機、給水装

置、煖房設備等が個別に計上され、具体的に知

ることができる。しかし、今回も片倉取締役

会の採決は、「保留」であった。但し、片倉蚕

業試験所は、片倉取締役会のこの「保留」決

定を受けて、「其ノ後考究ノ上普及団構内現設備

ヲ可及的其ノ儘使用スルコトニ変更シ蚕種研究

室、製糸室、乾燥室、貯繭庫ノ建築並内部設備

ノ移転ヲ見合セ」、工事費14,���円を減額し、工

事費総額��,0�1円にて建設を引続き提案する（11�）。

この減額内訳は、建物（前予算��,4��円、新

予算4�,44�円、減額�,020円）、機器（前予

算1�,2��円、新予算�,�2�円、減額�,���円）、

整地・雑費（前予算2,000円、新予算2,000円、

減額無し）であった。建物と機器共に�千円強

の減額を提示しているが、建物の減額率が10%

強に対し、機器の減額率は�0%弱と高い。減

額率のみで見れば、機器を中心に減額していた

ことになる。片倉普及団構内の片倉蚕業試験所

現有設備を出来る限り使用しつつ、一部建物設

備の建築・移転を見合せる方針を打ち出す。な

お、元松本商業学校建物41�坪を坪当り�円で

譲受け、この買入価格（2,�2�円）を建築費に

組み込み、敷地4,000坪（借地）の借地料を坪

平均年�0銭として2,000円を見込む。上記案件

は、漸く片倉取締役会において許可を受けるこ

とになった。この片倉蚕業試験所の建設工事は、

1���（昭和11）年�月14日に竣工する。その

後、1���（昭和14）年�月1�日開催の片倉取

締役会において、前回（同月�日）保留の冷蔵

庫、催青室、温湿度調整装置に関する案件が審

議され、承認される。この内容は、建物（建坪

�1.�坪）外廊下共木造屋根スレート葺1棟（合

せて建坪��.�坪、代金�,��2円）、井戸・電気

工事（代金���円）、冷蔵・冷房装置高圧部（ア

ンモニア圧縮機�.�馬力2台、油分離機・凝縮

機、アンモニア受槽等一式）代金�,350円、 同

低圧部（塩水冷却槽、 冷却器、 攪拌器、 アツキ

ムレータープラインコイル、ポンプ、其他一

式）代金�,4�0円、温湿度調整装置（空気清浄

冷却機、送風機、噴霧用ポンプ各�台、プライ

ン、蒸気、通気管一式）、代金1�,�20円、電動

機（1�台、2�馬力）・工業薬品（代金�,�40円）、

絶縁工事（代金11,��0円）、据付工事費2,2�0

円である。合計4�,��0円に上る。蚕業試験所

は、蚕種製造上十全な施行のため、建物1棟内

に冷蔵庫、催青室、温湿度調整装置（キャリヤ

ー式）の設置を求めていた。（11�）

片倉蚕業試験所の敷地（昭和興業株式会社所

有地）を買収する案件が、1���（昭和11）年�

月�日開催の片倉取締役会において審議・許可

される（11�）。昭和興業株式会社所有地（＝上記

敷地）の内訳は、宅地1,���坪�4、田畑1,�14

坪、合計�,0�0坪�4であり、この買受代金は、

��,�0�円��銭（坪当り12円）であった。

ところで、前述の如く、1���（昭和�）年2

月2�日開催の片倉取締役会において、片倉蚕

業試験所の蚕室其他付属建物増設の案件が「保

留」とされたが、同年�月1�日に開催の片倉

取締役会に鹿児島県揖宿郡頴娃村川尻に片倉蚕

業試験所出張所を設置する案件が提出される（11�）。

蚕種製造家「黒松伝七氏ノ蚕室ヲ買収シ原蚕

飼育ヲナシ原蚕種製造ヲ行フ見込」みであっ

た。片倉取締役会の審議結果は、「更ニ調査ノ

上提案スル事」に決定する。その後およそ1年

を経た翌�4（昭和�）年�月�日開催の片倉取

締役会に片倉蚕業試験所川尻出張所（川尻蚕
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室）新設の案件が上呈・認可される（11�）。この

案件内訳は、敷地�00坪（買入代金�00円）、建

物（建坪121坪4�）代金�,142円、合計�,�42

円であった。建物の内訳は、蚕室瓦葺平家建

��坪�（地下室20坪2付）代金�,���円、食堂・

寄宿舎瓦葺平家建（建坪2�坪��）代金1,20�円、

便所・廊下トタン葺平家建（建坪2坪�4）代

金1�2円、連絡廊下トタン葺平家建（建坪2坪）

代金�0円、雑工事及び雑費1�0円である。蚕種

製造家・黒松伝七の蚕室買収を断念し、同地に

川尻出張所を新設する方向で決着し、その分片

倉蚕業試験所の移転新築が遅れたもののようで

ある。

（3）蚕業試験所研究員の業績と表彰

①　小針喜三郎の研究業績

戦前期に片倉普及団試験研究部及び片倉蚕業

試験所において、研究員（技師・技手）として

蚕品種及び蚕児生理に関する試験研究に活躍し

た人物としては、片倉普及団試験研究部長及び

片倉蚕業試験所長の小針喜三郎博士のほか、室

賀兵左衛門、丸山徳雄、小岩井桂三、倉沢一二

三、中原勇平、福田宗一、金子哲郎、大槻正三、

藤本直正が知られている（120）。上記研究員の中

でも、代表的片倉製蚕種＝満月の育成者である

小針喜三郎が試験研究部と蚕業試験所を通じて

中心的役割を果し、室賀兵左衛門と共に両者が

双璧を成すものといえよう。小針・室賀両人は、

共同研究者として屢々研究業績にその名を示

している。また、福田宗一は、1��0年代末か

ら40年代初めにかけて顕著な業績を残す。小

針喜三郎の主要な研究業績（1�20 ～ 40年）は、

以下の通りである。

（1�20年）　「二化性不越年蚕種の卵色につい

て」（『蚕業新報』2�-�2�、�24）

（1�20年）　「蚕蛾の交尾時間について」（『大

日本蚕糸会報』2�-���、���）

（1�20年）　「蚕卵に対するレントゲン線の放

射について」（『大日本蚕糸会報』

2�-�40）

（1�21年）　「発蛾と光との関係について」

（『蚕業新報』2�-�4�）

（1�22年）　「一代雑種と原種の産卵数につい

て」（『大日本蚕糸会報』�1-��1）

（1�22年）　「随時人工孵化法を中止させる蚕

種の価値如何」（『大日本蚕糸会

報』�1-��1）

（1�2�年）　「人工孵化施行前における蚕種の

一時冷蔵について」（『蚕業新報』

�1-��0）

（1�24年）　『実験蚕種の人工孵化法』単行本、

蚕糸雑誌㈱

（1�24年）　「蚕卵の人工孵化施行上注意す

べきことの二つ」（『蚕業新報』

�2-��2）

（1�24年）　「普通浸酸法における刺戟量の安

全圏について」（『大日本蚕糸会

報』��-���）

（1�2�年）（共同研究）　「産卵後の保護温度

と人工孵化施行適期との関係試

験」（『蚕業新報』��-���）

（1�2�年）（共同研究）　「産卵後の保護温度

と人工孵化施行適期との関係試

験」（『蚕糸』1�-1��）

（1�2�年）　「バラ種についての参考」（『蚕業

評論』1-2）

（1�2�年）（共同研究）　「蚕卵の塩酸孵化法

が蚕児の奇形形成に及ぼす影響

について（第1報）」（『蚕業新報』

�4-401、402）

（1�2�年）（共同研究）　「塩酸孵化法施行上

における蚕卵の一危険時期につい

て（結論）」（『蚕業新報』��-40�）
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（1�2�年）（共同研究）　「越年性蚕卵の洗落

と胚子の活性化との関係について

（散卵の不時発生の問題）」（『蚕業

新報』��-411）

（1�2�年）（共同研究）　「蚕卵の催青に関す

る研究（第1報）塩酸孵化種の催

青温度について、催青中各時期に

おける塩酸孵化種の高温に対す

る抵抗力について」（『蚕業新報』

��-4�1）

（1��0年）（共同研究）　「催青卵の抑制につ

いて　蚕卵の催青に関する研究

（第2報）」（『蚕業新報』��-44�）

（1��0年）（共同研究）　「家蚕の交互雑種の

性質についての研究」（『日本蚕糸

学雑誌』1-4）

（1��0年）　「五齢蚕座面積の広狭は蚕児の生

理並びに繭質に影響ありや」（『蚕

業新報』��-44�）

（1��0年）（共同研究）　「家蚕繭質の相関関

係について（第1報）」（『応用動

物学雑誌』2-�）

（1��2年）（共同研究）　「蟻蚕の抑制につい

て」（『蚕業新報』40-4�2）

（1��2年）（共同研究）　「塩酸孵化種の冷蔵

について」（『片倉蚕業試験所報

告』1-1）

（1��2年）　「破風抜繭の研究（第1報）破風

抜繭の系統淘汰並びに遺伝」（『片

倉蚕業試験所報告』1-1）

（1��2年）　「紫外線による家蚕形質の鑑識に

ついての研究（第1報）」（『片倉

蚕業試験所報告』1-1）

（1���年）　「飼育環境を異にせる繭の各形質

間の相関関係について」（『日本蚕

糸学雑誌』4-2）

（1���年）　「飼育環境を異にせる繭の各形質

間の相関関係について」（『蚕糸界

報』42-4��）

（1���年）　「紫外線による家蚕形質の鑑識に

ついての研究（第2報）繭の蛍光

色と雌雄性との関係」（『日本蚕糸

学雑誌』4-2）

（1���年）（共同研究）　「胴切繭の系統分離

及びその遺伝」（『日本蚕糸学雑

誌』4-4）

（1���年）（共同研究）　「群出した異常蚕児

の観察」（『応用動物学雑誌』�-4）

（1���年）（共同研究）　「繭糸の部分的繊度

についての研究」（『日本蚕糸学雑

誌』�-1）

（1���年）（共同研究）　「繭糸長淘汰の結果

について」（『日本蚕糸学雑誌』

�-1）

（1���年）（共同研究）　「汚れ繭について」

（『日本蚕糸学雑誌』�-1）

（1���年）（共同研究）　「潰れ繭に関する研

究」（『日本蚕糸学雑誌』�-4）

（1���年）　「家蚕の有孔繭について」（『応用

動物学雑誌』10-�）

（1���年）（共同研究）　「蚕蛾の脱繭不能に

ついて」（『日本蚕糸学雑誌』�-2）

（1���年）　「家蚕における繭綿淘汰の結果」

（『遺伝学雑誌』14-�）

（1���年）　「事変下の養蚕業と昭和育につい

て」（『蚕糸情報』）22-4）

（1���年）　「上簇環境による繭質の変化と蚕

品種との関係」（『日本蚕糸学雑

誌』10-4）

（1���年）（共同研究）　「異状繭糸について」

（『日本蚕糸学雑誌』10-�）

（1���年）（共同研究）　「蚕蛾の脱繭不能に

ついて（続報）」（『日本蚕糸学雑

誌』10-�）
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（1�40年）「系統淘汰による家蚕の繭質に関

する研究」（『片倉蚕業試験所報

告』1-2）

上記片倉普及団試験研究部及び蚕業試験所に

おける小針喜三郎の優良蚕品種の育成改良に

関する基礎研究報告の内、1�20 ～ 24年までは、

小針喜三郎単独の研究報告であり、その執筆

本数は10本である。1�2� ～ 40年までは、小針

喜三郎単独の研究と室賀兵左衛門との共同研究

を中心に、金沢一二三、金子哲郎、小岩井桂三、

中原勇平との共同研究が含まれている。

②　蚕業試験所社員の表彰

片倉製糸は、蚕業試験所社員の中から業績顕

著な功労者を表彰し、賞品・賞金を授与してい

る。

1�2�（昭和2）年12月2�日に片倉普及団試

験部長・小針喜三郎は、二化性満月の造成功労

者として片倉本社表彰規程により表彰され、賞

金千円が贈与される（121）。「満月種ノ特長」は、

「蚕児ハ極メテ強健ニシテ繭ノ解舒良ク糸量豊

富ナリ」と高い評価を得ている。満月は、片倉

製糸が開発した同社代表的蚕品種である。なお、

小針喜三郎は、1�2�（昭和4）年1月1�日に欧

米蚕糸業視察のため神戸港より日本郵船の鹿島

丸にて出発し、フランス、イタリアを中心にド

イツ、デンマーク、イギリス等を巡り、�月末

日に帰国する（122）。� ヶ月余の欧米蚕糸業の視

察旅行であった。

1��1（昭和�）年10月2�日には、小針喜三

郎現業長（蚕業試験所長）は、発明考案（人工

孵化枠）に対し、片倉本社より表彰され、賞状、

賞品及び報奨金�0円を贈与される（12�）。

1�4�（昭和1�）年�月24日に工場長会議開

催し、片倉製糸の「発明考案奨励規程」により

表彰式を挙行する。蚕業試験所から小針喜三郎

（農学博士）と福田宗一がそれぞれ表彰され

る（124）。小針喜三郎の表彰理由は、「蚕品種の研

究に従事し、優良品種の育成と蚕品種改良に関

する有益なる基礎的研究をなし、社業に裨益す

る所大なり」とするものであった。福田宗一の

表彰理由は、「蚕脱皮及び変態のホルモン機能

に関する研究をなし、蚕品種の育成並に育蚕に

貢献して社業に裨益する所大なり」であった。

なお、小針喜三郎（蚕業研究所長）は、1�4�

（昭和22）年2月2�日に取締役に就任する（12�）。

片倉同族以外からの抜擢である。

おわりに

片倉製糸は、昭和恐慌渦中に事業組織改革の

一環として「各所事務分掌規程」を改正し、一

代交配蚕種普及団及び蚕種製造所、蚕業試験所

の職制、業務組織を整備する一方で、繭特約取

引の拡大に対応した自社製蚕種の製造施設の拡

充と高級生糸生産に不可欠な蚕種改良を図るた

めに、片倉普及団試験研究部及び後の蚕業試験

所において原蚕種の製造のほか、蚕品種・蚕児

生理に関する試験研究に鋭意努める。この試験

研究部門においては、従業員の各種研修制度を

設けるほか、従業員によって組織された蚕玉会

の活動により従業員の知識・技能向上及び山積

する研究課題の共有と解決に一団となって向か

う組織的行動を確認することができる。在来蚕

種の製造業者や中小蚕種製造家（一代交雑種）

を遥かに凌ぐ蚕種製造及び試験研究設備の建設

と小針喜三郎に代表される片倉普及団の優れた

研究員たちによって、片倉独自の優良蚕品種で

ある満月、豊白、豊黄、瑞祥、大安、栄光、分

離白一号などを選出育成することができたので

ある。

片倉普及団試験研究部、後の蚕業試験所の製

造による原蚕種の飼育分場は、長野県を中心に
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岐阜県、山梨県に及び、長野県内においては

東・西筑摩郡、諏訪郡、南佐久郡、南安曇郡な

どの地域に分布していた。これら原蚕種は、片

倉普及団保有の貨物自動車（アメリカ車）を使

用して運搬し、また鉄道を利用して普通蚕種を

日本各地の片倉諸製糸所へ、原蚕種飼育分場か

らの種繭を片倉普及団へ、それぞれ輸送してい

たようである。

なお、原蚕種飼育分場員家族や片倉普及団従

業員たちには各年慰安会が開かれ、慰労や奨励

金の交付などを行うほか、社員表彰等も行って

いた。

片倉製糸の地方蚕種製造所、即ち福島蚕種製

造所、姫路蚕種製造所、佐賀蚕種製造所（佐賀

県是蚕業株式会社）、福岡蚕種製造所（九州蚕

種株式会社）等については、別稿において究明

する予定である。

〈註〉
（1）近年の日本蚕種業史研究としては、清川雪彦
「蚕品種の改良と普及伝播（上・下）」（『経済研
究』第�1巻第1、2号、1��0年）、松村　敏「大
正・昭和初期における蚕品種統一政策の展開」
（『農業経済研究』第��巻第4号、1��2年）、同
「養蚕業の発達と蚕種商人の動向」（『土地制度
史学』第104号、1��4年）、鈴木達郎「大正・
昭和初期における富農的蚕種業経営の展開と
挫折」（『経済科学』第�0巻第1号、1��2年）」、
同「大正・昭和初期における蚕品種の動向と蚕
糸業」（『土地制度史学』第111号、1���年）な
どがある。

　　なお、近代日本蚕種業について言及している
著作としては、楫西光速編『現代日本産業発達
史XI・繊維（上）』交詢社出版会、1��4年、石
井寛治『日本蚕糸業史分析』東京大学出版会、
1��2年、瀧澤秀樹『日本資本主義と蚕糸業』
未来社、1���年などがある。

（2）片倉製糸紡績株式会社考査課編『片倉製糸
紡績株式会社二十年誌』1�41年、20� ～ 22�頁。
以下特に断わらない限り、同書に依る。

（�）清川雪彦『日本の経済発展と技術普及』東洋

経済新報社、1���年、�1 ～ �2頁。
（4）前掲　楫西光速編『現代日本産業発達史XI・

繊維（上）』4�� ～ 4�4頁。
（�）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役

会議案綴　本店庶務課』。同規程は、翌�月1�
日開催の片倉取締役会に「過般ノ重役会ニテ決
定セラレタルモノ」として「参考添附」される。

（�）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（�）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。『昭和四年度　取締役会議
案綴　庶務課』。『昭和五年度　取締役会議案綴
　片倉製糸紡績会社庶務課』。『自昭和五年一月
至昭和六年十二月　取締役会議案綴　本店庶務
課』。『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡
績株式会社』。『昭和八年度　取締役会議案綴　
片倉製糸紡績株式会社庶務課』。

（�）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（�）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（10）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社』。

（11）同上。
（12）『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶務

課』。
（1�）『昭和十二年分　取締役会議案綴　本店庶

務課』。以下同。この敷地は坪当り1�円、代
金��,1��円4�銭で買収したようである。なお、
前述の如く、前年�月�日付片倉取締役会の決
定に基づく敷地買収は、坪当り12円であった。

（14）『昭和五年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績会社庶務課』。当初、湖畔分場の呼称予定で
あったが、川岸分場に帰着する。

（1�）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（1�）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。

（1�）同上。以下同。
（1�）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

会社庶務課』。
（1�）同上。以下同。
（20）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締

役会議案　庶務課』。
（21）『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務課』。
（22）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
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社』。
（2�）『昭和五年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（24）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締

役会議案　庶務課』。以下同。
（2�）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

会社庶務課』。
（2�）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会

社』。
（2�）同上。
（2�）前掲 『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』241

頁。
（2�）『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務課』。
（�0）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締

役会議案　庶務課』。
（�1）本多岩次郎編『日本蚕糸業史』第三巻、大

日本蚕糸会、1���年、「蚕種史」14�頁。
（�2）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締

役会議案　庶務課』。以下同。
（��）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役

会議案綴　本店庶務課』。『昭和九年度　取締役
会議案綴　片倉製糸紡績株式会社庶務課』。以
下同。

（�4）『昭和十四年分　取締役会議案綴　本店庶務
課』。なお、前回の取締役会（�月�日）にはこ
の案件は、「保留」となっていた。

（��）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。

（��）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造業者ノ委託ニ依リテ為シタル蚕種製造
者ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。

（��）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。

（��）前掲　本多岩次郎編『日本蚕糸業史』第三
巻、「蚕種史」14�頁。以下同。

（��）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。

（40）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。

（41）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。

（42）同上。以下同。
（4�）同上。『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務

課』。以下同。
（44）『昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役会

議案綴　本店庶務課』。『昭和五年度　取締役会

議案綴　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。
（4�）同上。
（4�） 同上。
（4�）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

会社庶務課』。以下同。
（4�）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役

会議案綴　本店庶務課』。『昭和五年度　取締役
会議案綴　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。

（4�）同上。以下同。
（�0）同上。以下同。
（�1）同上。以下同。
（�2）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡績

株式会社』。『昭和八年度　取締役会議案綴　片
倉製糸紡績株式会社庶務課』。以下同。

（��）前掲　瀧澤秀樹『日本資本主義と蚕糸業』
1�0 ～ 1�2頁。

（�4）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造者ノ委託ニ依リテ為シタル蚕種製造者
ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。以下同。

（��）『昭和十一年版　製糸業参考資料』全国製糸
業組合連合会、1～ �頁。以下同。

（��）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造者ノ委託ニ依ﾘテ為シタル蚕種製造者
ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。

（��）平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』財団
法人　大日本蚕糸会蚕糸科学研究所、1���年、
�2頁、�� ～ ��頁。

（��）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。

（��）同上。
（�0）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

会社庶務課』。
（�1）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締

役会議案　庶務課』。
（�2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会

社』。以下同。
（��）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』

�� ～ �4頁。
（�4）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

会社庶務課』。以下同。
（��）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』

��頁。
（��）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績

株式会社庶務課』。
（��）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製

糸紡績会社庶務課』。『昭和四年度　重要記録　
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片倉製糸紡績会社』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。

（��）小針喜三郎（大日本一代交配蚕種普及団）
「欧州直輸入の「バラ」種に就て」（『大日本蚕
糸会報』第�1�号、大正�年2月1日発行）1��
頁。

（��）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。『昭和四年度　重要記録　片倉製
糸紡績会社』。『昭和五年度　重要事項記録　片
倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　重要事
項記録　片倉製糸紡績会社』。

（�0）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。

（�1）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社』。

（�2）同上。
（��）『諏訪郡蚕種業ノ変遷』長野県蚕業取締所上

諏訪支所、昭和�年4月（『長野県史』近代史
料編、第五巻（三）、長野県、1��0年、�2�頁、
所収）。

（�4）『種繭飼育分場地帯としての長野県南佐久
郡』長野県蚕業取締所野沢支所、長野県蚕種業
組合南佐久支所、昭和11年11月（『長野県史』
近代史料編、第五巻（三）、長野県、��� ～ �40
頁、所収）。

（��）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。前年の1�2�年�月2日に木祖村
内の小木曽分場長と菅分場長が片倉普及団に来
所し、蚕業取締所主唱の原蚕種飼育分場組合加
入の可否について協議しており、木祖村大字菅
にも片倉普及団の原蚕種飼育分場を設置してい
たことが判明する（『昭和四年度　重要記録　
片倉製糸紡績会社』）。昭和4年�月設立の木祖
村繭育改良組合（組合員1�0人）の蚕種製造者
として、片倉製糸（他の蚕種製造者�名と共に）
の存在が確認できる（農林省蚕糸局編『昭和七
年六月　蚕児飼育場所及蚕種製造場所ニ関スル
調査』��～�0頁）。

（��）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）農林省蚕糸局編『蚕児飼育場所及蚕種製造
場所ニ関スル調査』昭和�年�月（『長野県史』
近代史料編、第五巻（三）、長野県、�2� ～ �2�
頁、所収）。

（��）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）『諏訪郡蚕種業ノ変遷』長野県蚕業取締所諏
訪支所、昭和�年4月（『長野県史』近代史料編、
第五巻（三）、長野県、��2頁、所収）。

（�0）農林省蚕糸局編『昭和五年三月　蚕種製造
ヲ為ス会社、組合其ノ他ノ団体調』22、2�頁。

（�1）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（�2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。

（��）同上。
（�4）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製

糸紡績会社庶務課』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　
重要事項記録　片倉製糸紡績会社庶務課』。

（��）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。

（��）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。

（��）『昭和五年　長野県統計書』第二編、長野県、
�4 ～ 104頁参照。

（��）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。「特約運送店貨物取扱手数料比較
表」（『自大正十三年至昭和三年　所長会議関係
雑書類　片倉製糸紡績株式会社庶務課』。

（�0）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。以下同。

（�1）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製
糸紡績会社庶務課』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　
重要事項記録　片倉製糸紡績会社庶務課』。

（�2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。以下同。

（��）『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』��� ～
���頁。

（�4）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。

（��）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。

（��）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
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会社庶務課』。
（��）同上。以下同。
（100）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会

社』。以下同。
（101）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（102）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（10�）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（104）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会

社』。
（10�）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（10�）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（10�）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系

譜』��頁。以下、片倉製糸育成蚕品種に関して
は、同書による。

（10�）片倉交雑蚕品種に関しては、『片倉製糸紡
績株式会社二十年誌』2�0 ～ 2��頁参照。

（10�）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締
役会議案綴　本店庶務課』。

（110）同上。後の蚕業研究所の職制は、所長の下
に総務課、研究課、原種課が配置される。

（111）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡
績株式会社』。以下同。

（112）同上。
（11�）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸

紡績株式会社庶務課』。
（114）『自昭和八年九月至昭和十年十二月　取締

役会議案綴　庶務課』。『昭和十年度　取締役会
議案綴　片倉製糸紡績会社』。以下同。

（11�） 同上。以下同。
（11�）『昭和十四年分　取締役会議案綴　本店庶

務課』。この設置理由は、「従来蚕種、原蚕種、
種繭及母蛾ノ保護冷蔵ニハ普及団冷蔵庫ノ一部
ヲ使用シ居ルモ作業ノ確実ト敏速ヲ期シ難ク催
青室ハ物置ノ一部ヲ充テ設備極メテ不完成ニシ
テ温湿度調整装置ハ蚕品種ノ特性調査及育成上
絶対必要ニシテ将来仝装置ノ利用ニヨリ解決ヲ
俟ツベキ問題多キヲ以テ冷蔵庫、催青室及温湿
度調整装置ノ三者ヲ含ム一棟ヲ設置シタシ　温
湿度調整ハキャリヤー式ニ依リ1000立方呎ノ
飼育室三室ヲ華氏六〇度ヨリ九〇度迄ノ任意ノ
温度五〇％ヨリ一〇〇％迄ノ任意ノ湿度ニ調整

シ得ル装置ナリ」とするものであった。
（11�）『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶

務課』。以下同。
（11�）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸

紡績株式会社庶務課』。以下同。
（11�）『昭和九年度　取締役会議案綴　片倉製糸

紡績株式会社庶務課』。以下同。
（120）『昭和�2年2月現在　蚕業研究所概要』片

倉工業株式会社、� ～ �頁。以下同。
（121）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。以下同。
（122）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会

社』。
（12�）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡

績会社庶務課』。
（124）片倉工業株式会社調査課編『片倉工業株式

会社三十年誌』1��1年、「年表」10 ～ 11頁。
（12�）同上、�1頁。




